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あっ！地震！
　　　　そのときあなたは
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　市民満足度に関するアンケートの結果
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特集　地震災害に備えて

　

10
月
23
日
夕
刻
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
は
、
震
源

地
の
同
県
川
口
町
で
震
度
７
を
観
測
し
、
広
い
範
囲
で
大
き

な
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
、ど
こ
で
、ど
ん
な
大
き
さ
で
起
こ
る
か
、事

前
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
今
一
度
地
震
が
起
き
た
と
き
の
行

動
を
家
族
で
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　市内の指定避難場所
避難施設 施設所在地 避難対象地区

交野会館 松塚14－25 松塚全域
郡津小学校 郡津4－13－1 郡津1・3・4・5丁目
郡津公民館 郡津3－20－13 郡津2丁目
長宝寺小学校 郡津1－43－1 私部3・4丁目、梅が枝全域
第二中学校 幾野4－1－1 幾野全域
倉治小学校 倉治1－15－1 倉治全域、大字倉治
倉治公民館 倉治1－1－5 東倉治全域、神宮寺全域
青年の家・武道館 私部2－29－1 私部2丁目、私部西全域
交野小学校 私部1－54－1 私部5・6・7・8丁目、青山全域
私部会館 私部1－36－1 私部1丁目
第一中学校 私部南3－1－1 私部南全域、向井田全域
寺会館 寺1－19－8 寺全域、大字寺

森区民ホール 森南2－16－1
森南2丁目、私市1丁目、大字傍
示、大字森、大字私部(3191番
地野外活動センター付近)

岩船小学校 森北1－25－1 森南1・3丁目、森北全域、寺南
野全域

私市会館 私市6－22－15 私市3・4丁目

私市小学校 私市9－5－10
私市5・6・7・8・9丁目、私市山
手全域、大字私市、大字私部
（3192番地府民の森付近)

第四中学校 天野が原町5－65－1 私市2丁目、天野が原町全域
星田小学校 星田3－33－4 星田1・3・5丁目
旭小学校 星田4－18－1 星田4・6丁目
星田西体育施設 星田西3－28－1 星田西全域

第三中学校 星田8－67－1 星田7丁目、大字星田、星田山
手全域、南星台全域

星田会館 星田3－4－3 星田2・8・9丁目
藤が尾小学校 星田北2－45－1　 星田北全域、藤が尾全域
妙見坂小学校 妙見坂7－20－1 妙見坂全域、妙見東全域
いきいきランド交野 向井田2－5－1 市域内全域
※避難対象地区は、あくまでも目安として設定したものです。

　あっ！地震！
　  そのときあなたは

市役所本館 1階に設置した義援金箱
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あ
な
た
を
守
る
次
の
行
動

　
　

〜
も
し
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
〜

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を

▽ 

大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
家
具

類
が
倒
れ
て
き
た
り
、
電
灯
や

棚
の
上
の
物
が
落
下
し
て
き
ま

す
。揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず

丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど
の

下
に
身
を
隠
し
、
頭
を
保
護
し

ま
し
ょ
う
。

② 

す
ば
や
く
火
の
始
末
、
火
が
出

た
ら
ま
ず
消
火

▽ 

使
っ
て
い
た
火
は
、
す
ぐ
に
消

義
援
金
箱
の
設
置

　

市
は
、市
役
所
本
館
１
階
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階
お

よ
び
星
田
出
張
所
の
３
か
所

に
台
風
・
地
震
被
害
へ
の
義

援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被

災
地
へ
送
り
ま
す
。ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

台
風
23
号
被
害
お
よ
び
新
潟

県
中
越
地
震
へ
の
市
の
対
応

台
風
23
号

▽ 

10
月
21
日
（
木
）、
京
都
府

宮
津
市
の
要
請
で
、
職
員

６
人
と
給
水
タ
ン
ク
車
を

出
動

▽ 

10
月
22
日(

金)

、国
内
友

好
都
市
五
色
町
へ
職
員
を

派
遣
し
て
、
被
害
状
況
を

把
握
。ま
た
、
市
体
育
協

会
・
子
ど
も
会
連
絡
会
な

ど
が
復
旧
の
応
援

新
潟
県
中
越
地
震

▽ 

10
月
26
日
（
火
）、
府
の
要

請
で
市
備
蓄
米
を
被
災
地

に
発
送

し
ま
し
ょ
う
。も
し
火
災
が
発

生
し
て
も
、
天
井
に
燃
え
移
る

前
な
ら
あ
わ
て
ず
に
、
消
火
器

な
ど
で
初
期
消
火
を
し
ま
し
ょ

う
。消
火
器
購
入
な
ど
は
、
市

消
防
本
部
で
業
者
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

③
室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意

▽ 

窓
や
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
、
食
器

が
割
れ
て
散
乱
し
、
室
内
で
も

素
足
で
の
行
動
は
危
険
で
す
。

足
を
け
が
す
る
と
、
そ
の
後
の

行
動
が
難
し
く
な
り
ま
す
。ス

リ
ッ
パ
か
室
内
履
き
を
履
い
て

移
動
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
、
あ

わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

▽ 

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
ド
ア

が
ゆ
が
み
、
閉
じ
込
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ド
ア
が
開

く
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

余
震
で
ド
ア
が
ゆ
が
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。ド
ア
は
開
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

揺
れ
は
１
分
程
度
で
収
ま
り
ま

す
。周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
か

め
て
、
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
協
力
し
合
っ
て
救
出
・
救
護

▽ 

生
き
埋
め
や
下
敷
き
に
な
っ
て

い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
大
き

な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
、
人
を

集
め
て
救
出
活
動
を
し
ま
す
。

軽
い
け
が
な
ど
の
措
置
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。

⑥
正
し
い
情
報
を
確
か
め
て

▽ 

ラ
ジ
オ
や
市
の
防
災
無
線
か

ら
、
正
し
い
情
報
を
得
ま
し
ょ

う
。消
防
職
員
や
警
察
官
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
か
ら
指
示
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
に
従

い
ま
し
ょ
う
。

⑦
避
難
は
最
後
の
手
段
で
す

▽ 

揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
き
は
、
す

で
に
命
を
落
と
す
最
大
の
危
機

は
過
ぎ
て
い
ま
す
。自
宅
（
職

場
）に
、
具
体
的
な
危
険
（
落
下

物
や
大
き
な
火
災
）が
な
け
れ

ば
、
余
震
に
注
意
し
な
が
ら
復

旧
作
業
を
始
め
ま
す
。

▽ 

避
難
場
所
は
、
よ
り
危
険
の
少

な
い
場
所
で
す
が
、
そ
こ
ま
で

の
道
筋
も
安
全
と
は
い
え
ま
せ

ん
。十
分
注
意
し
て
徒
歩
で
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

家庭で防災会議を開きましょう

　大地震のとき、家族があわてずに行動
できるように、普段から話し合い、それ
ぞれの分担を決めておきましょう。

▽家の中でどこが一番安全か

▽救急医薬品や火気などの点検

▽  幼児や高齢者の避難は誰が責任を持つか

▽避難場所、避難路はどうするか

▽ 避難するとき、誰が何を持ち出すか、
非常持ち出し袋はどこに置くか

▽ 昼の場合、夜の場合の家族の分担、連
絡方法はどうするか

あると心強い防災用品

　いざというときにすぐに持ち出せる防
災用品を用意しておきましょう。

▽  停電でも正しい情報が入手できる携帯
ラジオ

▽夜間の発生でも安心できる懐中電灯

▽  最低１日、できれば３日分の飲料水と
食料

▽医薬品、衣類など

▽ その他、普段から風呂に水をはり、生
活用水を確保しておきましょう
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職 場 訪 問： 防 災 安 全 課 

地 域 で 防 災

広報レポーター　矢吹正恵

木原防災安全課長（左）と
矢吹レポーター（右）

　

今
回
は
、
災
害
時
に
対
策
本
部

と
な
る
防
災
安
全
課
を
訪
問
し
、

木
原
剛
課
長
に
震
災
な
ど
に
備
え

る
心
構
え
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

矢 

吹　

今
回
の
中
越
地
震
は
、
と

て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
冷
静
に
行
動

で
き
る
か
と
て
も
不
安
で
す
。

木 

原
課
長　

そ
う
で
す
ね
。日
ご

ろ
か
ら
、
家
族
で
し
っ
か
り
話

し
合
っ
て
手
順
を
整
理
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

 　

 　

地
震
の
揺
れ
は
、
長
く
て
も

２
〜
５
分
、
短
い
も
の
で
は
数

十
秒
ほ
ど
で
す
。ま
ず
、あ
わ
て

ず
、
火
の
始
末
を
し
、
丈
夫
な

机
な
ど
の
下
に
身
を
隠
し
、
揺

れ
の
収
ま
る
の
を
待
つ
こ
と
が

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

矢 

吹　

今
回
の
地
震
で
も
、
た
く

さ
ん
の
人
が
自
宅
を
離
れ
て
避

難
さ
れ
て
い
ま
す
。市
に
は
、

避
難
所
は
何
か
所
あ
り
ま
す

か
。ま
た
、
ど
こ
へ
行
っ
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

木 

原
課
長　

大
地
震
が
起
き
た

ら
、市
で
は
、迅
速
に
避
難
所
を

開
設
し
ま
す
。現
在
、
小
・
中
学

校
や
地
域
の
集
会
所
な
ど
、
25

か
所(

２
ペ
ー
ジ
参
照)

を
避
難

場
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

 　

 　

一
応
そ
れ
ぞ
れ
に
避
難
対
象

地
区
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　

近
所
の
人
と
声
を

掛
け
合
い
、
安
全
と
判
断
し
た

ら
避
難
所
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ

い
。そ
の
と
き
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
、乳
幼
児
、け
が
人
ら
、避

難
行
動
の
難
し
い
人
に
手
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、
車
で
の
避
難
は
、
緊

急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
の
で
、徒
歩
が
原
則
で
す
。

矢 

吹　

交
野
市
も
、
東
南
海
・
南

海
地
震
の
防
災
対
策
推
進
地
域

に
指
定
さ
れ
、
対
策
強
化
に
努

め
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

木 

原
課
長　

市
で
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
食
料
や
毛

布
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
今

回
の
中
越
地
震
の
よ
う
に
同
時

多
発
的
に
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
や
防
災
機
関
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

そ
こ
で
、
消
防
や
防
災
機
関

が
駆
け
つ
け
る
ま
で
の
間
、
火

災
の
初
期
消
火
や
建
物
の
下
敷

き
に
な
っ
た
人
々
の
救
助
、
け

が
人
の
救
護
を
し
て
い
た
だ
く

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
、
行

政
区
や
自
治
会
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、
市

内
で
12
の
自
主
防
災
組
織(

左

表)

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

 　

結
成
後
、
防
災
資
機
材
な
ど

を
購
入
さ
れ
る
と
き
に
は
、
少

額
で
す
が
市
の
補
助
も
出
ま

す
。こ
れ
を
機
会
に
、
地
域
内

で
ぜ
ひ
自
主
防
災
の
組
織
づ
く

り
を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。防
災
安
全
課
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

地
震
に
よ
る
屋
内
で
の
死
傷
の

多
く
が
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る
も

の
だ
そ
う
で
す
。タ
ン
ス
や
食
器

棚
な
ど
を
留
め
金
や
突
っ
張
り
棒

で
固
定
す
る
だ
け
で
、
凶
器
だ
っ

た
家
具
が
、
反
対
に
家
屋
の
倒
壊

か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
話
を
伺
っ
て
、
一
人
ひ
と
り

が
、
ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
防
災
意
識
が
大
切
な
の

だ
な
あ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

北河内地域の防災に関する講演会
～みんなで考える北河内地域の防災～

　安全・安心な地域社会と暮らしを実現するために、
私たちの住む北河内地域の防災について、みんなで考
えてみませんか。
と 　き　17年1月28日（金）午後2時～（開場は午後1
時30分）
と ころ　守口文化センターエナジーホール（守口市河
原町8－22）
内 　容　京都大学防災研究所巨大災害研究センター長
河田惠昭教授の講演「巨大地震が起こったら、その
とき北河内地域は？」、水害に関するビデオ上映
定 　員　先着20人（手話通訳・一時保育あり〈要予約〉）
参加費　無料
主　催　北河内地域広域行政推進協議会（北河内7市）
申 し込み・問い合わせ　12月6日（月）から電話か直接、
政策調整課政策調整係（℡892・0121）

自主防災組織
1 青山
2 南星台
3 郡津
4 森
5 妙見東
6 星田西
7 柴野
8 梅が枝
9 向井田
10 藤が尾
11 妙見坂
12 幾野

特集　地震災害に備えて



(5)16.12.01

年末年始の窓口業務と
施設の貸し出し案内

市政のうごき

注
１　

市
役
所

　

休
み
中
、婚
姻
・
出
生
・死
亡
な
ど

の
届
出
は
、
市
役
所
本
館
地
下
の

警
備
員
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

注
２　

水
道
局

　

休
み
中
、
道
路
で
の
水
漏
れ
な

ど
の
突
発
事
故
は
水
道
局
に
、
屋

内
で
の
突
発
的
な
故
障
や
修
理

は
、
最
寄
り
の
給
水
工
事
指
定
店

か
、交
野
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱（
℡  

８
９
４
・
０
１
０
５
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

注
３　

粗
大
ご
み
予
約
セ
ン
タ
ー

　

１
月
５
日
（
水
）収
集
分
は
、
12

月
22
日（
水
）締
め
切
り
で
す
。

注
４　

く
み
取
り

　

定
期
く
み
取
り
日
程
が
変
更
さ

れ
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

水
洗
化
な
ど
に
よ
る
臨
時
く
み
取

り
は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。臨
時
く
み
取
り
の
時
間
に

つ
い
て
は
、
道
路
事
情
に
よ
り
多

少
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注 

５　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど

　

12
月
27
日（
月
）は
、
26
日（
日
）

ま
で
に
申
し
込
ん
だ
場
合
の
み
利

用
で
き
ま
す
。

年末年始の業務
12月 1月

30（木）31（金） 1（土） 2（日） 3（月）

救
急
医
療

休日急病診療所
（ゆうゆうセンター） ℡  891・8124

内科・小児科 休み
歯科

年末年
始急病
診療所

交野病院 ℡  891・0331 内科・小児科・外科

星田南病院 ℡  891・3500
内科・小児科 休み 休み
耳鼻咽喉科 休み 休み 休み

北河内夜間救急センター（寝屋川市豊野町15－10） ℡  821・3003 内科・小児科
※受診されるときは、必ず保険証を持参してください。

年末年始の業務
12月 1月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

窓
口
業
務

市役所（注1）・星田出張所・あいあいセンター
ゆうゆうセンター（ゆうゆうバスは12月28日～1月4日が運休）
水道局（注2）

ごみ
生ごみ
粗大ごみ予約センター（注3）
臨時・引っ越し・持ち込みごみ

くみ取り（注4）
いきいきランド交野
倉治図書館・青年の家図書室・星田コミュニティーセンター図書室・
第1児童センター（幾野）図書室
歴史民俗資料展示室

施
設
の
貸
し
出
し

ゆうゆうセンター
青年の家
星田西体育施設
武道館
グラウンド・テニスコートなど（注5）
星の里いわふね
第１児童センター
あいあいセンター

そ
の
他

枚方警察署・星のまち交番 運転免許の更新・車庫証明など
北河内府民センター（℡  844・1331） ねこの引き取り
四條畷保健所（℡  878・1021） いぬの引き取り

　　※広報かたの1月1日号は、1月5日（水）から配布

9日（日）まで休み

22日（水）から休み
22日（水）から休み

10：00～14：00

22：00～0：30

午前

休　

み

10：00～14：00

休　

み

10：00～12：00、13：00～15：00

平常
通り

平
常
通
り

平
常
通
り

平
常
通
り

平
常
通
り
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市民満足度に関するアンケートの結果

「住環境を重視し、高い永住意向」
～施策の選択と集中による安心・安全の確保が課題～

　

16
年
９
月
に
実
施
し
た
「
市
民

満
足
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
民
み
な
さ
ん

が
、
環
境
を
は
じ
め
都
市
基
盤
整

備
や
健
康
福
祉
、
生
涯
学
習
な
ど

市
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い

て
、
ど
の
く
ら
い
満
足
か
、
ま
た

重
要
な
の
か
を
把
握
し
、
今
後
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
改
善
や
、効
率
的
・

効
果
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
た
め
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
計
し

た
と
こ
ろ
、
永
住
意
向
の
高
さ
を

は
じ
め
、
住
環
境
全
般
を
と
て
も

重
視
し
て
い
る
こ
と
や
、
市
民
生

活
に
お
け
る
基
本
的
な
安
心
・
安

全
の
確
保
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
識
が
高
く
、
よ
り
よ
い
住

環
境
を
め
ざ
し
て
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民満足度に関するアンケートの

実施概要

実施期間　9月1日～17日

対　　象　 無作為に選んだ20歳以上

の市民2,000人

方　　法　調査票を郵送で配布・回収

回 収 率　49.5％

重
要
度
・
満
足
度

と
も
に
高
い
施
策

重
要
度
は
低
い
が
、

満
足
度
は
高
い
施
策

重
要
度
は
高
い
が
、

満
足
度
は
低
い
施
策

重
要
度
・
満
足
度

と
も
に
低
い
施
策

9 2
1 14

10 20 3

25 5
21 8

11 23 6
29 4 15
7 19

13 28
30 22

12 24
17
33 34

18 26 32
27

31

16

自然環境
環境保全

ごみ減量

土地利用

緑豊かなまち

災害に強い

自らの地域

消防体制

犯罪のないまち

交通安全対策

道路交通

第二京阪

公共交通

水道

下水道

農業振興

商工業

消費生活

健康

救急医療

高齢者福祉

障害者福祉

児童福祉

自立支援

社会保障

生涯学習
図書

教育環境

学校教育

青少年

人権尊重

伝統文化

市民参加 情報提供

重要度【高↑】

重要度【低↓】

満
足
度【
高
→
】

満
足
度【
低
←
】

　

限
り
あ
る
行
財
政
資
源
の
再
配

分
と
重
点
化
に
よ
り
メ
リ
ハ
リ
あ

る
行
財
政
運
営
に
努
め
る
た
め
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
役
立
て
、
市

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市

民
の
満
足
が
よ
り
向
上
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

結
果
の
詳
細
は
、
市
役
所
本
館

２
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、参
照
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

財
政
健
全
化
推

進
課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１　

U
R
L:http://w

w
w
.city.ka

tano.osaka.jp/kakka/za
iken/

）

満足度と重要度の散布図（下表）
横軸　 各施策に対する満足度。右に行く

ほど、満足度が高い
縦軸　 各施策に対する重要度。上に行く

ほど、重要度が高い
　左上の領域が、「重要度は高いが、満足
度は低い」施策を表し、優先して改善に
取り組むことが必要と考えられる。
※ 各施策名は、左ページの34施策を省
略して表しています。

住みつづけたい（75%）

いずれ移転したい（6%）

すぐに移転したい（1%）

わからない（17%）
無回答（1%）

永住意向
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  1：自然環境の保全 （2,852 円）
  2：公害防止や環境学習などの環境保全 （948円）
  3：ごみの減量化、リサイクル、ごみ処理（1万5,940円）
  4：調和のとれた秩序ある土地利用 （－）
  5：公園や緑地など、緑豊かなまちづくり （6,037 円）
  6：災害に強いまちづくり （1,891 円）
  7：自らの地域を自ら守る取り組み （582円）
  8：消防・救急体制 （7,963 円）
  9：犯罪のない安全なまちづくり （246円）
10：交通安全対策 （622円）
11：安全で快適な道路交通の確保 （1万5,706円）
12：第二京阪道路 （9,074 円）
13：公共交通の利便性 （339円）
14：水道 （－）
15：下水道 （－）
16：農業振興 （431円）
17：商工業振興・勤労者対策 （581円）
18：消費生活問題 （193円）
19：健康づくり （6,117 円）
20：救急医療サービス （631円）
21：高齢者福祉 （4,708 円）
22：障害者福祉 （1万2,298円）
23：児童福祉 （3万0,905円）
24：自立支援 （1万0,192円）
25：社会保障制度 （－）
26：生涯学習環境 （2万4,398円）
27：図書館サービス （1,832 円）
28：小中学校の施設や給食などの環境 （29,495 円）
29：小中学校の学校教育 （2,847 円）
30：青少年の健全育成 （2,115 円）
31：平和と人権の尊重 （930円）
32：文化遺産や伝統などの継承 （689円）
33：市民活動や市民参加 （－）
34：市からの情報提供 （1,075 円）

各施策に対して「重要」「満足」と考えている人の比率
　アンケートでは、下記の施策に対してどのくらい重要か、満足かを５段階で回答してもらいました。
　上段の棒グラフは「とても重要」と「重要」をあわせた数、下段の棒グラフは「満足」と「やや満足」をあわせた数
で、何パーセントの人が、その施策を重要、満足と考えているかを表しています。
※ （　）は、16年度の一般会計予算から各施策の費用を市民１人当たりに換算した金額（概算）です。なお、金額の
ないものは、一般会計予算以外か、他の施策に予算が組み込まれているものです。

公共サービスは市が担う

自分たちでできることは
自分たちで担う

市民と市が協力しあい、
ともに担う
わからない

その他

民間委託を進めるべきではない

サービスの低下が心配で民間委
託は反対

積極的に民間委託をするべき

経費削減ができるなら民間委託
が望ましい

業務の役割・性格によって異なる

サービス提供手法としての民間委託 市民と行政との協働・役割分担

重要
満足
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15年度 水道事業の決算状況

決
算
概
要

　

有
収
水
量
（
注
②
）は
前
年

度
に
引
き
続
き
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
15
年
度
か
ら
水
道
料
金

等
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
を
外
税
に
転
嫁
し
た
こ
と
に

よ
り
、
水
道
料
金
収
入
で
あ
る

給
水
収
益
は
前
年
度
に
比
べ
て

３
２
６
５
万
６
０
０
０
円
（
2
・

39
％
）増
の
14
億
１
２
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
受

託
工
事
収
益
が
皆
減
し
た
こ
と

と
、
営
業
外
収
益
が
前
年
度
に

比
べ
３
４
８
万
円（
５
・
13
％
）減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
総
収
益

は
62
万
円
（
０
・
04
％
）増
の
15

億
２
１
２
０
万
４
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

事
業
費
用
は
、
人
件
費
等
の

削
減
に
よ
り
３
３
４
２
万
7

０
０
０
円
（
２
・
34
％
）減
の
13

億
９
２
９
０
万
６
０
０
０
円
と
な

り
、１
億
２
８
２
９
万
８
０
０
０
円

の
当
年
度
純
利
益
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

注
① 

配
水
量　

取
水
さ
れ
た
水
量

の
う
ち
飲
み
水
と
し
て
浄
水

場
か
ら
配
水
さ
れ
た
水
量

注
② 

有
収
水
量　

配
水
量
の
う
ち

料
金
収
入
と
な
っ
た
水
量

損益計算書　　　　　 単位（千円）
収益の部 費用の部

科　目 金　額 科　目 金　額

営
業
収
益

給水収益　 1,401,210

営
業
費
用

原水及び浄水費 553,810
受託工事収益 0 配水及び給水費 289,839
その他営業収益 55,676 総係費 233,134

計 1,456,886 受託工事費 0

営
業
外
収
益

受取利息及び配当金 116 減価償却費 211,438
分担金 63,502 資産消耗費 1,775
雑収益 700 計 1,289,996

計 64,318 支払い利息及び企業債取扱諸費 98,591
繰延勘定償却 2,888
特別損失 668
雑支出 763
当年度純利益 128,298

計 231,208
合　計 1,521,204 合　計 1,521,204

　

市
の
水
道
事
業
は
、
15
年
度
も
配
水
量
（
注
①
）が
減
量
し

ま
し
た
が
、
経
費
の
節
減
・
経
営
効
率
化
に
努
め
た
こ
と
か
ら

１
億
２
０
０
０
余
万
円
の
黒
字
を
計
上
、
３
年
続
き
で
健
全
財

政
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。新
潟
中
越
地
震
で
も
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う
水
道
事
業
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
お

り
、本
年
度
も
黒
字
経
営
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

水
道
局（
℡  
８
９
１
・
０
０
１
６
）

主
な
実
施
事
業

　

15
年
度
に
実
施
し
た
建
設
工
事

と
し
て
、
私
市
４
丁
目
地
内
導
水

管
布
設
工
事
、深
井
戸
13
・
14
・
15

号
井
掘
削
工
事
、
府
道
交
野
久
御

山
線
導
水
管
布
設
工
事
（
第
1
工

区
）な
ど
を
施
工
し
、
改
良
工
事

水道事業会計は独立採算制

　水道事業の経営は、みなさん
からいただく水道料金などで
賄っています。このため、基本
的には市の財政（税金等）からの
資金的補助などはありません。

と
し
て
は
天
野
が
原
町
１
丁
目
地

内
配
水
管
布
設
替
工
事
、
私
部
４

丁
目
地
内
配
水
管
布
設
替
工
事
、

星
田
山
手
３
丁
目
地
内
配
水
管
布

設
替
工
事
な
ど
を
施
工
、
ま
た
、

下
水
道
工
事
に
伴
う
配
水
管
移
設

工
事
と
し
て
、
私
部
８
丁
目
地
内

を
施
工
し
ま
し
た
。
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市
は
、
17
年
４
月
１
日
か
ら
、

保
育
料
を
各
階
層
で
一
律
２
０
０ 

０
円
増
額
す
る
こ
と
、
生
活
保
護

世
帯
を
除
き
、
現
在
保
育
料
を
徴

収
し
て
い
な
い
階
層
か
ら
も
応
分

の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
改
定
を

行
い
ま
す
。

　

現
在
保
育
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
護
者
の
収
入
に
応
じ
て
金
額
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
保
護
者
か
ら
い
た
だ
く

保
育
料
収
入
に
つ
い
て
は
、
国
が

定
め
る
徴
収
金
基
準
額
の
70
％
を

め
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
15
年
度
決
算
で
の
保

育
料
収
入
は
、
国
が
定
め
る
徴
収

金
基
準
額
の
57
・
4
％
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
今
回
改
定
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
保
育
の
需
要
に
応
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

市政のうごき

口座振替のお願い

　水道料金の納付は、便利で確実な口座振替
をご利用ください。

開栓・閉栓の手続き

　新しく水道を使う時には開栓申込書、水道
の使用を止める時には閉栓申込書が必要で
す。

▽  開閉栓の手続きは、水道局・市役所内の市民
課、星田出張所で行うことができます。

▽  閉栓の手続きは、水道を止める2～3日前
までに、前記の所へお越しください。
　なお、マンションなどの管理会社に水道料
金を支払っている人は、管理会社に連絡をお
願いします。

水道水 1立方㍍あたりの費用構成比
科目 構成比 1立方㍍あたり費用

職員給与費 26.8％ 44円 17銭
支払利息 7.1％ 11円 68銭
減価償却費 15.2％ 25円 05銭
動力費 5.6％ 9円 33銭
修繕費 8.2％ 13円 50銭
材料費 0.1％ 15銭
薬品費 0.8％ 1円 27銭
受水費 23.8％ 39円 24銭
その他 12.4％ 20円 56銭
合　計 100％ 164 円 95銭

保育料の改定
一律2,000円の増額

保育料徴収金基準額比較表
　毎月初めに在籍している保育児童が
　属する世帯の階層区分

徴収金基準額（月額、単位は円）
3歳未満児 3歳児 4歳以上児

階　層 定　義 現行 改正後 現行 改正後 現行 改正後
1 － 生活保護世帯 0 0 0 0 0 0
2 前年度の市
税が右記の
額に該当す
る世帯

市民税非課税世帯 0 2,000 0 1,500 0 1,500
3 均等割額のみ 7,000 9,000 4,800 6,800 4,800 6,800
4 所得割の額が5,000円未満 7,200 9,200 6,400 8,400 6,400 8,400
5 所得割の額が5,000円以上 8,500 10,500 7,200 9,200 7,200 9,200
6

前年分の所
得税課税
世帯で、税
額が右記に
該当する世
帯

1万5,000円未満 10,800 12,800 9,600 11,600 9,600 11,600
7 1万5,000円以上6万円未満 12,300 14,300 11,500 13,500 11,500 13,500
8 6万円以上9万円未満 16,900 18,900 14,000 16,000 14,000 16,000
9 9万円以上12万円未満 21,700 23,700 17,600 19,600 17,600 19,600
10 12万円以上15万円未満 27,100 29,100 19,600 21,600 17,800 19,800
11 15万円以上18万円未満 30,400 32,400 21,000 23,000 19,600 21,600
12 18万円以上24万円未満 38,200 40,200 23,800 25,800 21,400 23,400
13 24万円以上60万未満 47,300 49,300 26,600 28,600 23,100 25,100
14 60万円以上 49,200 51,200 28,000 30,000 23,800 25,800
※ 第２階層のうち、母子・父子世帯および在宅障害児（者）のいる世帯は、改定にかかわらず徴収金
基準額は0円です。

※徴収金基準額は、第１子についてのものです。第２子以降については問い合わせください。



　 電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　幼児対策室、会計室、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡   891・2031
あいあいセンター ℡  891・9955
　商工観光課 ℡  891・9955
ゆうゆうセンター ℡   893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡   893・6400

　健康増進課 ℡   893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡  892・7721

　 教育総務課、保健給食課、
　人権教育指導室 ℡  810・0530

　学務課、指導課 ℡  810・0522
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡  892・0119
水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

　

　

冬
の
星
空
観
察
会

　

〜
星
座
の
中
に

　
　

土
星
を
見
つ
け
よ
う
〜

と 　

き　

12
月
22
日
（
水
）
午
後

6
時
30
分
〜
9
時
30
分
（
雨
天

ア
ウ
ト
ド
ア

の
場
合
は
、24
日（
金
））

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
３
階　

バ

ル
コ
ニ
ー

主 　

催　

市
、
㈶
交
野
市
体
育
文

化
協
会

申 

し
込
み　

当
日
直
接
会
場
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

問 

い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
か
、

環
境
保
全
課

　

冬
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

12
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

内 　

容　

冬
の
野
山
の
小
鳥
と

白
旗
池
に
渡
っ
て
き
た
オ
シ

ド
リ
な
ど
を
観
察

コ 

ー
ス　

河
内
磐
船
駅
（
集

合
）
ー
か
い
が
け
の
道
ー
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
ー
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ー
倉
治
公
園

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
あ
れ
ば

双
眼
鏡
・
野
鳥
図
鑑

※ 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
服
装
と
靴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　

当
日
直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
は
、
12
月
13
日
（
月
）

か
ら
新
番
組
「
ボ
ク
の
銀
河
鉄

道
」を
投
影
し
ま
す
。

　
「
ボ
ク
の
銀
河
鉄
道
」
は
、
少

年
が
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
銀
河

を
一
周
す
る
中
で
、
そ
の
中
で

乗
り
あ
わ
せ
た
乗
客
か
ら「
エ
チ

オ
ピ
ア
王
家
物
語
」「
オ
ル
フ
ェ

ウ
ス
の
物
語
」
な
ど
、
星
に
ま
つ

わ
る
物
語
を
聞
き
な
が
ら
旅
を

続
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ 

星
の
里
い
わ
ふ
ね

アウトドア
　 冬の星空観察会
　 冬のバードウオッチング
　 山田村スキー場リフト料金割引

教　育
　 大阪府育英会入学資金貸付 
　 放課後児童会の入会申請

  プラネタリウム新番組
  しめなわ作り

プラネタリウム

新番組
～ボクの銀河鉄道～

　■ プラネタリウムの休館■
　 番組入れ替えのため、12 月
６日（月）から 12 日（日）ま
で、休館させていただきます。
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山
田
村
ス
キ
ー
場

　

リ
フ
ト
料
金
割
引

　

友
好
都
市
・
富
山
県
山
田
村
の

厚
意
で
、
牛
岳
温
泉
ス
キ
ー
場
の

リ
フ
ト
料
金
が
１
日
券
で
、
大
人

３
５
０
０
円
が
１
８
０
０
円
に
、

子
ど
も
２
２
０
０
円
が
１
１
０
０

円
に
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
あ
い
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
「
特
別
割
引
券
交

付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
の
人

問 

い
合
わ
せ　

国
内
友
好
都
市

協
会
事
務
局
（
℡  
８
９
１
・ 

９
９
５
５
）

　

放
課
後
児
童
会
の

　

入
会
申
請

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
、
放
課
後
の
時
間
に
保
護
者
の

保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
の

安
全
の
確
保
と
健
全
な
育
成
を

目
的
に
、
放
課
後
児
童
会
を
開
会

し
ま
す
。
な
お
、
17
年
４
月
か
ら

有
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
新
小
学

１
年
生
〜
新
４
年
生
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
児
童

条　

件

① 

保
護
者
が
放
課
後
時
間
に
労

働
し
て
い
る
の
で
、
保
護
を
受

教　

育

  
放課後児童会一覧表

児 童 会 名 と　こ　ろ

○ 交野児童会 交野小学校内 私部 1－ 54－ 1

交野児童会分室 私部ふれあい館内 私部 1－ 36－ 5

○ 星田児童会 星田ふれあい館内 星田 1－ 49－ 11

○ 郡津児童会 郡津小学校内 郡津 4－ 13－ 1

郡津児童会分室 出屋敷ふれあい館内 私部 4－ 11－ 8

岩船児童会 岩船小学校内 森北 1－ 25－ 1

倉治児童会 倉治小学校内 倉治 1－ 15－ 1

○ 妙見坂児童会 妙見坂小学校内 妙見坂 7－ 20－ 1

長宝寺児童会 長宝寺小学校内 郡津 1－ 43－ 1

旭児童会 旭小学校内 星田 4－ 18－ 1

藤が尾児童会 藤が尾小学校内 星田北 2－ 45－ 1

○ 私市児童会 私市小学校内 私市 9－ 5－ 10

※児童数により、児童会を分割・統合することがあります。

しめなわ作り

　お正月のしめなわを家族そ
ろって楽しみながら作ってみ
ませんか。

と　き　12月 11日（土）
　午前の部  午前 10時～正午
　午後の部  午後 1時～ 3時
と ころ　ゆうゆうセンター 1
階　ロビー

服　装　作業ができる服装
定　員　各部とも先着 50人
講 　師　交野古文化同好会
　　　　　　小野　香さん

申 し込み・問い合わせ　12月
2 日（木）から電話か、直接
福祉サービス課（土曜・日曜
日は受け付けていません）

け
ら
れ
な
い

② 

保
護
者
の
病
気
な
ど
に
よ
り
、

保
護
を
受
け
ら
れ
な
い

月 

会
費　

５
０
０
０
円
（
同
一
世

帯
で
２
人
目
以
降
の
児
童
は

２
５
０
０
円
）、
会
費
と
は
別

に
、
育
成
活
動
費（
お
や
つ
代
、

教
材
費
な
ど
）３
０
０
０
円

※ 

生
活
保
護
、
就
学
援
助
、
災
害

な
ど
に
よ
り
会
費
の
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。申
請
用
紙

を
受
け
取
る
と
き
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

申 

請
用
紙　

12
月
６
日
（
月
）
か

ら
青
少
年
育
成
課
（
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
、
た
だ
し
日
曜
・

月
曜
日
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
と
各
児
童
会
（
月
曜
〜
金

曜
日
は
午
後
１
時
〜
６
時
、
土

曜
日
は
下
表
の
○
印
の
児
童

会
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
）で
配
布

※ 

12
月
23
日
（
祝
）、
29
日
（
水
）

〜
17
年
１
月
３
日
（
月
）、
10
日

（
祝
）、
児
童
会
の
休
会
日
（
第

４
土
曜
日
、
毎
週
日
曜
日
）
は

申
請
用
紙
を
配
布
し
ま
せ
ん
。

申 

請
方
法　

17
年
１
月
11
日

（
火
）
〜
20
日
（
木
）
に
同
課
へ

直
接
持
参

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

大
阪
府
育
英
会

　

入
学
資
金
貸
付
制
度

対 　

象　

大
阪
府
内
の
高
校
、
専

修
学
校
高
等
課
程
に
進
学
を

希
望
す
る
生
徒
で
学
資
負
担

者
が
府
民

資 

格
・
貸
与
額　

主
な
学
資
負

担
者
（
保
護
者
）
の
住
民
税
課

税
総
所
得
金
額
が

▽ 

国
公
立
高
校
の
場
合
…　

 

１
６
７
万
６
０
０
０
円
以
下
↓

５
万
円

▽ 

私
立
高
校
の
場
合
…　

３
５
６
万
円
以
下
↓
25
万
円

▽ 

専
修
学
校
高
等
課
程
の
場
合

…
３
５
６
万
円
以
下
↓
25
万
円

※ 

貸
付
金
の
返
還
は
、
入
学
し
た

年
の
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

手 

続
き　

12
月
初
旬
に
在
籍
中

（
出
身
）
の
中
学
校
を
通
じ
て

申
し
込
み

問 
い
合
わ
せ　

大
阪
府
私
学
課

（
℡  
06 

・
６
９
４
１
・
０
３
５ 

１
）
か
、
大
阪
府
育
英
会
（
℡  

06
・
６
３
５
７
・
６
２
７
２
）



16.12.01 (12)

　

所
得
税
の
決
算
説
明
会

　

枚
方
税
務
署
は
、
平
成
16
年
分

の
決
算
の
仕
方
や
青
色
決
算
書
・

収
支
内
訳
書
の
記
載
方
法
お
よ

び
消
費
税
の
仕
組
み
や
改
正
内

容
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
説

明
会
を
開
き
ま
す
。

と 　

き　

12
月
８
日（
水
）

▽
白
色
申
告
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽ 
青
色
申
告
＝
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階 

※ 

青
色
申
告
の
人
は
、
青
色
申
告

決
算
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
（
℡  

８
４
４
・
９
５
２
１
）

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

　

12
月
分
の
国
民
健
康
保
険
料

の
納
期
限
は
、
12
月
27
日
（
月
）

で
す
。

　

必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
に
住

む
人
々
の
助
け
合
い
の
も
と
に

成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。加

入
者
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

ち
、
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大

切
な
国
保
を
守
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
『
口

座
振
替
』を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所

本
館
１
階
の
国
民
健
康
保
険
課

　

先
日
、
北
河
内
地
区
青
少
年
関

係
者
連
絡
会
議
の
研
修
会
に
参

加
し
、
テ
レ
ビ
局
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
乾
龍
介
さ
ん
の
「
大
人
が

変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
で
心
に

残
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
あ
る
開
業
医
の
話

で
、
名
医
と
慕
わ
れ
、
病
院

も
大
繁
盛
し
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
時
期
を
境
に
経

営
不
振
に
陥
り
、
赤
字
が

続
き
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

に
行
き
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
３
つ
の
こ
と
を

実
行
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

「
朝
、
30
分
早
く
出
勤
す

　

る
こ
と
」

「
大
き
な
声
で
『
ハ
イ
』
と

　

返
事
す
る
こ
と
」

「
病
院
の
ト
イ
レ
を
素
手

　

で
掃
除
す
る
こ
と
」

で
す
。

　

最
初
は
迷
い
、
特
に
ト
イ
レ
の

掃
除
は
な
か
な
か
実
行
す
る
気
に

は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
意
を

決
し
て
努
力
し
た
結
果
、
病
院
内

の
雰
囲
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、

活
気
に
あ
ふ
れ
、
い
つ
し
か
経
営

も
良
く
な
り「
院
長
が
変
わ
れ
ば
、

周
り
が
変
わ
る
、病
院
も
変
わ
る
」

と
い
う
話
で
し
た
。

　

講
話
の
中
に
は

「
初
心
に
帰
る
」

「
自
分
を
見
つ
め
直
す
」

「
人
を
接
す
る
態
度
を
改
め
る
」

「
失
敗
を
恐
れ
な
い
勇
気
を
持

　

つ
」

な
ど
、
青
少
年
指
導
に
も

相
通
じ
る
い
ろ
い
ろ
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に

大
切
だ
と
感
じ
た
の
は

テ
ー
マ
の
「
大
人
が
変
わ

れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」
で
、
言
い
換
え
る
と

「
あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
」、
さ

ら
に
「
私
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。こ
の
話
を

教
訓
に
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
交
野
市
が
よ
り
住
み
や

す
い
地
域
に
な
る
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま
、
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

交
野
市
青
少
年
指
導
委
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

で
、
名
医
と
慕
わ
れ
、
病
院

も
大
繁
盛
し
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
時
期
を
境
に
経

営
不
振
に
陥
り
、
赤
字
が

　

そ
こ
で
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

に
行
き
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
３
つ
の
こ
と
を

実
行
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ

分
早
く
出
勤
す

「
大
き
な
声
で
『
ハ
イ
』
と

「
病
院
の
ト
イ
レ
を
素
手

な
ど
、
青
少
年
指
導
に
も

相
通
じ
る
い
ろ
い
ろ
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に

大
切
だ
と
感
じ
た
の
は

テ
ー
マ
の
「
大
人
が
変
わ

れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」
で
、
言
い
換
え
る
と

「
あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
」、
さ

ら
に
「
私
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。こ
の
話
を

教
訓
に
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

青少年コーナー
「大人が変われば、子どもも変わる」

　

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

17
年
２
月
６
日
（
日
）
に
予
定

さ
れ
て
い
る
大
字
私
部
財
産
区

議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
立
候
補
に
関
す
る
説

明
と
、
必
要
な
諸
用
紙
を
渡
し
ま

す
の
で
、立
候
補
予
定
者
か
、そ
の

代
理
人
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

12
月
22
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

小
会
議
室

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局 選　

挙

税

保
険
・
年
金

か
、星
田
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
納
付
期
限
の

延
期
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険

課
徴
収
係

選　挙
　 財産区議会議員選挙

保険・年金
　 国民健康保険料の納付

税
　 所得税の決算説明会
　 固定資産税 ·都市計画税納期月

福　祉
　 老人医療証の交付申請
　 愛の献血
　 母子家庭・寡婦を応援

  青少年コーナー
  わくわく短期水泳教室



(13)16.12.01

　

固
定
資
産
税·

都
市
計
画
税

　

第
３
期
分
納
期
月

　

12
月
は
、
固
定
資
産
税·

都
市
計

画
税
の
第
３
期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
（
12
月
27
日
）
内
に
最
寄

り
の
収
納
取
扱
金
融
機
関
へ
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
期
が
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口

座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

母
子
家
庭·

寡
婦
を
応
援

　

〜
仕
事
や
子
育
て
の

　
　
　

相
談
に
応
じ
ま
す
〜

　

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
困
っ
た

と
き
に
は
、
知
事
の
委
嘱
を
受
け

た
母
子
福
祉
推
進
相
談
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

わくわく短期水泳教室の日程
教　　　室 と　　　き 対象・定員（先着）

パパママ水泳教室
　 親子のスキンシップを図りながら保護者
が子どもに指導し、水に慣れていきます

17年 1月 8日
15日
22日
29日

2月 5日
いずれも土曜日

10：00　
～ 10：50

生後 8 か月～ 2 歳児
と保護者・30組

1 からはじめる水泳教室
　 泳げない人を対象に、顔つけから基本動
作および泳法までを短期間で習得します

11：00　
～ 11：50

成人女性・30人

　いきいきランド交野では、水泳に興味を持っ
てもらうため、親子や大人を対象に短期水泳教
室を開きます。
とき・対象・定員　下表
ところ　いきいきランド交野わくわくプール
受講料　5,000 円（全 5回）

申 し込み　12月 4日（土）から同プールフロン
ト（平日は午前 9時 30 分から午後 8時 30
分まで、日曜日、祝日は午後 5時まで、火曜
日は休館）

※ 受講料と印鑑（認め印）を持参してください。
問い合わせ　わくわくプール（℡   894・1187）

 いきいきランド交野　

わくわく短期水泳教室　受講者募集

 

福　
祉

持
っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に

該
当
す
る
人

※  

た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

10
月
末
現
在
で
す
で
に
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
人

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に

該
当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

申 　

請　

12
月
22
日
（
水
）
か
ら

国
民
健
康
保
険
課
老
人
医
療
係

持 

ち
物　

健
康
保
険
者
証
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の

（
患
者
票
等
）

問 

い
合
わ
せ 

同
課
老
人
医
療
係

　

老
人
医
療
証
の

　

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
17
年
１
月
１
日
か
ら
老
人

医
療
（
医
療
費
の
助
成
）
制
度
の

受
給
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
１
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人

① 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

② 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

　

愛
の
献
血

　

市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
次
の

と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

12
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
交
野
店

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険

証
、
学
生
証
等
）
の
提
示
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母子福祉推進委員
校区 氏　名 住　　所 電話番号
星　田 大森百合子 星田 1－ 21 － 9 892・1371
長宝寺 井戸　和子 私部 2－ 18 － 5 892・3971
倉　治 中角　咲枝 倉治 6－ 23 － 12 891・1209
妙見坂 中井喜美栄 星田 3－ 35 － 25 891・5170
藤が尾 平井　久子 星田 2－ 17 － 14 891・5545
私　市 松岡　琴恵 私市 8－ 18 － 4 891・2540
郡　津 中　　幹子 郡津 1－ 29 － 20 891・1936
旭 南　美也子 星田 5－ 31 － 3 891・2064

交　野 梶　　弘子 私部 5－ 11 － 2 891・1168
岩　船 畠山美知子 寺 2－ 21 － 26 891・5310
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福　
祉

　

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

と 　

き　

17
年
１
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と 
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大

阪
市
中
央
区
谷
町
５
ー
４
ー
13
）

内 　

容　

新
成
人
を
対
象
に
式
典
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど（
無
料
）

主 　

催　

㈳
大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
・
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
（
℡  

06
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４　

℻  
06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）

福　祉
　 児童扶養手当 ·特別児童扶養手当
　 大阪ろうあ者成人式

くらし
　 第 27回交野市農業まつり
　 手作り料理コンクール

  枚方警察署からのお知らせ
  年末年始の特別警戒
  ペットボトルの回収
  入札参加希望者の届出

　

母
子
家
庭
等
の
母
ら
に

　

児
童
扶
養
手
当

　

障
害
児
を
監
護
す
る
家
庭
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

﹇
児
童
扶
養
手
当
﹈

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
児
童
を
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
、

監
護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
こ
と
）
し
て
い
る
人
が
受
給
で

き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
を

受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
資
格
喪
失
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。届
出
を
し
な
い
ま

ま
手
当
を
受
け
て
い
る
と
そ
の
期

間
の
手
当
を
全
額
返
還
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

① 
手
当
て
を
受
け
て
い
る
母
が
婚

姻
し
た
と
き
（
内
縁
関
係
、
同

居
な
ど
も
同
じ
）

② 

対
象
児
童
を
養
育
、
監
護
し
な

く
な
っ
た
と
き
（
児
童
の
施
設

入
所
、里
親
委
託
、婚
姻
を
含
む
）

③ 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給

な
ど
公
的
年
金
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

④ 

遺
棄
さ
れ
て
い
た
児
童
の
父
が

帰
っ
て
き
た
と
き
（
安
否
を
気

づ
か
う
電
話
、
手
紙
な
ど
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
を
含
む
）

⑤ 

児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
（
父
の

拘
束
が
解
除
さ
れ
た
場
合
を
含

む
）

⑥ 

そ
の
他
受
給
要
件
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き

﹇
特
別
児
童
扶
養
手
当
﹈

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児

童
を
養
育
（
児
童
と
同
居
し
、
監

護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

こ
と
）す
る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
支
給
に
は
、他

の
公
的
年
金
給
付
と
の
関
連
・
所

得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
や
住
所
、
氏
名
等

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
12
月
期
の
定

時
払
い
は
、12
月
10
日（
金
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

年末年始の警戒体制を強化

・街頭犯罪や住宅の侵入犯罪の抑止活動
・ 金融機関やコンビニエンスストアでの犯
罪の防止活動

・ 交通死亡事故に直結する 3S（スピード超
過、信号無視、飲酒）取り締まり

・雑踏事故防止のための警戒警備

年末の交通事故防止運動実施中
　
　12月 1日（水）～ 12月 31日（金）
「事故を呼ぶ その無理 その酒 その速度」

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）

国際テロ防止に向けて

　世界各地では依然として大規模・無差別のテロ事件
が発生しています。日本にもアル・カイーダ関係者が
不法入国するなど、テロは現実の問題となってきまし
た。また、海外では日本人がテロの被害を受けるケース
が発生しています。海外渡航時は、外務省の「海外安全
ホームページ」で現地の情勢や危険情報をあらかじめ
確認し、渡航先での安全には充分ご注意ください。

オレオレ詐欺にご用心

　身内になりすまして、現金をだまし取るオレオレ詐
欺の手口が巧妙化しています。警察や病院、家族の友
人を名乗るなど、もっともらしい口実をつけて電話を
してきます。このような電話があったとき、「焦らず落
ち着く」「電話をかけてきた人の連絡方法を尋ねる」「直
接、本人に連絡を取る」など事実確認をしてください。



(15)16.12.01

  

　

第
27
回

　

交
野
市
農
業
ま
つ
り

　

交
野
市
で
の
農
業
の
理
解
と

収
穫
物
の
地
元
消
費
を
願
っ
て
、

野
菜
の
即
売
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ

な
模
擬
店
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
盛

り
だ
く
さ
ん
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

と 　

き　

12
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

と 

こ
ろ　

私
部
公
園（
左
図
参
照
）

※ 

昨
年
と
は
場
所
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

内　

容

▽ 
農
産
物
の
即
売
（
白
菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
大
根
な
ど
）

▽ 
Ｊ
Ａ
北
河
内
支
部
長
会
（
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
）

▽ 
Ｊ
Ａ
北
河
内
交
野
中
央
支
店
・

各
店
（
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿
菓

子
な
ど
）

▽ 

Ｊ
Ａ
北
河
内
女
性
会
交
野
地

区（
う
ど
ん
、
丁
稚
よ
う
か
ん
、

白
み
そ
・
交
野
漬
け
・
と
ん

汁
な
ど
）

▽ 
交
野
市
消
費
生
活
問
題
研
究
会

（
み
そ
、み
た
ら
し
団
子
な
ど
）

▽ 
神
宮
寺
キ
ウ
イ
出
荷
組
合
（
キ

ウ
イ
、ワ
イ
ン
）

▽
園
芸（
植
木
、花
）

▽ 

交
野
の
味
「
手
作
り
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」表
彰
式

主 　

催　

北
河
内
農
業
協
同
組

合
、農
業
生
産
連
合
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

　

交
野
の
味

　

手
作
り
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

交
野
市
米
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
は
、
交
野
で
収
穫
さ
れ
た
農

作
物
な
ど
を
使
っ
た
、
交
野
ら
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
手
作
り
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
の
出
品
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
限
ら
ず
、
男
性
や
学
生

の
参
加
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

作 　

品　

２
〜
３
日
の
展
示
に

耐
え
る
作
品
（
３
人
分
＝
展

示
、審
査
用
な
ど
）

作 

品
搬
入　

12
月
17
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
、
北
河
内

農
業
協
同
組
合
交
野
中
央
支

店
３
階

審
査
・
展
示

▽ 

審
査　

12
月
17
日
（
金
）
正
午

〜
、同
農
協
交
野
中
央
支
店
内

▽ 
展
示　

交
野
市
農
業
ま
つ
り

会
場

表 

彰
式　

12
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
、
農
業
ま
つ
り
会
場

（
大
阪
府
知
事
賞
、
交
野
市
長

賞
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
農
と
み

ど
り
課
か
同
農
協
交
野
中
央

支
店（
℡  
８
９
２
・
３
０
０
１
）

※ 

申
込
書
、
応
募
要
項
は
両
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
特
別
警
戒

　

年
の
瀬
は
、
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

迎
春
準
備
に
忙
し
い
時
期
だ

け
に
注
意
力
が
散
漫
と
な
り
、
火

災
の
発
生
要
因
が
増
え
、
火
気
や

暖
房
器
具
の
使
用
に
は
十
分
な

気
配
り
が
必
要
で
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
12
月
15
日

（
水
）か
ら
１
月
３
日（
月
）ま
で
、

年
末
年
始
の
特
別
警
戒
を
実
施

し
ま
す
。特
に
、
12
月
27
日
（
月
）

か
ら
30
日
（
木
）
ま
で
の
夜
間
は

市
内
を
巡
回
し
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
る
な
ど
の
重
点
特
別
警

戒
を
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

消
防
本
部
（
署
）

予
防
課
（
℡  
８
９
２
・
０
１
１ 

９
）

「キャップは取ってボックスへ」

ペットボトルの回収
　市内では、みなさんのご協力で、
ペットボトルの回収量が年々増加し
ています。今後も効率良く回収するた
めにも、次の点に注意してください。

① リサイクルマークの確認
②キャップを取る
③ 中身を空にして、
水洗いする
④ラベルをはがす
⑤ ボトルに落書きを
しな い
⑥ 回収ボックスに、
ペットボトル以外
のものを入れない

　市民みなさんの一人ひとりのご協
力をお願いします。

問 い合わせ　リサイクルセンター

昨年の農業まつり

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や

設
計
委
託
・
物
品
の
購
入
な
ど

の
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る

に
は
、「
入
札
参
加
資
格
申
請
」を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
17
年
・
18
年
度
分
の

登
録
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
12
月
中
旬
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

く
ら
し

 

入
札
参
加
希
望
者
の
届
出
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水
道
局
か
ら
の
お
願
い

　

 

〜 

長
時
間
使
わ
な
か
っ
た

　

水
は
飲
ま
な
い
で
〜

　

水
道
水
に
殺
菌
の
た
め
に
混
入

し
て
い
る
塩
素
は
、
時
間
が
経
つ

と
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
の
水
道
管
に
鉛
の
管

を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
水
を
長

時
間
使
わ
ず
に
い
る
と
、
鉛
が
わ

ず
か
で
す
が
溶
け
だ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

通
常
の
使
用
に
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
旅
行
な
ど
で
し
ば
ら
く

水
道
を
使
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

念
の
た
め
、
初
め
の
バ
ケ
ツ
１
杯

（
約
10
㍑
）
程
度
の
水
は
飲
み
水

以
外
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
に
鉛
製
の
水
道
管

が
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

水
道
局
工
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
鉛
管
に
つ
い
て
﹈

　

市
で
は
、
毎
月
市
内
の
給
水
栓

12
か
所
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、
15
年
度
の
結
果

で
は
、
す
べ
て
で
長
年
に
わ
た
っ

て
連
続
的
に
摂
取
し
て
も
健
康
に

影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
基
準
値

（
０
・
01
㍉
㌘
／
㍑
）
以
下
の
数

値
で
し
た
。

　

昭
和
60
年
ま
で
は
給
水
管
に
鉛

管
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
漏

水
事
故
が
多
発
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
鉛
管
の
使
用
を
廃
止
し
、

主
に
耐
衝
撃
性
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル

管
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
）
の
使
用
に
切

り
替
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、道
路
部
分
に
つ
い
て
は
、

　

年
末
！
集
中
！

　

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

と 　

き　

12
月
６
日（
月
）·

７
日

（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
８
時

と 

こ
ろ　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南

館　

５
階
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中

央
区
石
町
２
ー
５
ー
３
）

対 　

象　

中
小
企
業
を
中
心
と
す

る
府
内
の
労
働
者
、事
業
主
ら

内 　

容　

労
働
、
賃
金
、
解
雇
・

退
職
勧
奨
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
、
働
く
上
で
の
悩

み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
、
総
合

的
に
応
じ
る
相
談
会

相
談
方
法

　

 
専
用
電
話
（
℡
06
・
６
９
４ 

９
・
３
８
２
５
）か
、
来
場
に
よ

る
相
談

※ 

費
用
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

※ 

弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
総
合
労

働
事
務
所
（
℡
06
・
６
９
４ 

６
・
２
６
０
８
）

工
事
や
家
の
建
て
替
え
の
機
会
を

と
ら
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
に
替
え
て

お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
工
務
課

下水道排水設備指定
工事店商号など変更

商号の変更

▽㈲水道設備工業所
　枚方市中宮東之町 9－ 11
　℡ 848・1327
　〈変更前〉水道設備工業所

電話番号の変更

▽㈲若葉上下水道工事
　枚方市香里が丘3－16－8－806
　℡ 802・0353
　〈変更前〉℡ 853・0203

住所の変更

▽㈱ニシムラ
　大東市新田本町 18－ 2
　〈変更前〉大東市太子田2－6－16
問い合わせ　下水道課

交野市指定給水装置工事事業者の追加登録
事業者名 所　　在　　地 電話番号

㈲西友建産 寝屋川市国守町 1404 822·8857
㈲古谷建設 交野市藤が尾 4－ 4－ 3 892·7052
㈱山下風呂住器 寝屋川市点野 5－ 8－ 7 826·9586
　宮石工業所 大阪市旭区中宮 4－ 13－ 14 06·6951·7777
㈱森水道工業所 堺市新金岡町 5－ 7－ 328 072·253·9224
㈲ウォークス 枚方市杉山手 1－ 31－ 18 859·8571
　輝工業 枚方市伊加賀西町 9－ 65－ 105 846·7022
㈲関西ホーム
　機器サービス 寝屋川市成美町 3－ 8 830·2705

㈱エコ · テクノ 枚方市北山 1－ 54－ 50 864·1623
㈲祥耀工業 交野市星田 9－ 38－ 1 891·2626
森田設備工業㈱ 豊中市服部本町 4－ 3－ 13 06·6863·0230
㈱クラシアン
　西大阪支社 大阪市西区千代崎 2－ 15－ 15 06·4393·1251

㈱伸和工業 八尾市楠根町 2－ 4－ 4 0729·96·5667
　藤田設備 交野市私部 7－ 26－ 23 893·0004

問い合わせ　水道局（℡ 891・0016）

く
ら
し

 くらし
　 水道局からのお願い
　 労働なんでも相談会
　 就労支援のためのパソコン講習会
　 くらしの市民講座

  指定給水装置工事事業者の登録
  下水道排水設備指定工事店の変更
  消費者相談
  架空請求はがきにご注意ください
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Ｑ　

覚
え
の
な
い
「
電
子
利

用
料
金
」
の
請
求
は
が
き

が
届
き
ま
し
た
。無
視
し
て
い
た

ら
裁
判
に
な
っ
た
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。相
手
に
連
絡
し
た

方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

覚
え
が
な
け
れ
ば
支

払
わ
ず
、
相
手
先
に
は
連

絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
証
拠

と
し
て
は
が
き
は
保
管
、
場
合
に

よ
っ
て
は
警
察
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

助
言 　

不
当
請
求
の
苦
情

が
減
り
ま
せ
ん
。
仮

に
相
手
が
訴
訟
し
て
き
た
場
合
、

裁
判
所
に
速
や
か
に
言
い
分
を

伝
え
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。た
だ
裁
判
と
な
る
と
架
空
請

求
業
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
高

く
、
訴
訟
は
ま
れ
で
し
ょ
う
。最

近
で
は
裁
判
所
や
法
務
省
、
弁
護

士
を
装
い
書
面
を
送
り
請
求
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。裁
判
訴

状
が
通
常
は
が
き
で
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ら
し
き
記

載
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
信
用
し

て
あ
わ
て
て
連
絡
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。通
知
が
本
物
か
ど
う
か

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
払
っ
た
ら
次
々
と
し
つ
こ
く

請
求
が
き
て
困
っ
て
い
る
。」
と

の
苦
情
も
あ
り
ま
す
。不
用
意
に

お
金
を
払
っ
た
り
、
連
絡
す
る
こ

と
は
逆
に
危
険
で
す
。注
意
し
ま

し
ょ
う
。

消費者相談
不当請求にご用心！

　問い合わせ
　商工観光課消費生活相談コーナー

(℡  891・5003）

①  じっくり考える時間を与えないため、緊急のよ
うに見せかけています。

②  「電子消費者民法特例」という名称の法律はあり
ません。

③  「法務省認可通達書」という通達制度はありませ
ん。

④  裁判では、双方の言い分は聞かれます。何でもす
ぐに強制執行されるわけではありません。

⑤ 電話をかけさせるワナです。
⑥ 裁判になっていないのに取り下げはありません。
⑦  「法務省認可特殊法人」という名称の機関は存在
しません。
問い合わせ　商工観光課

電子消費者未納利用料請求最終通達書
　この度、貴殿の利用された「電子消費者料金未納
分」について、ご利用会社および回収業者から委託を
受けましたので、①大至急当局までご連絡ください。

　②「電子消費者民法特例」上、③法務省認可通達書
となっておりますので、連絡無きお客様につきまし
ては、やむを得ず④裁判所からの書類通達後、指定の
裁判所へ出廷となります。また、裁判所の措置といた
しまして、給与差押えおよび動産物・不動産物差押
えを強制執行させて頂きます。
　なお、書面での通達となりますのでプライバシー
保護のため、⑤請求金額、お支払い方法などは、当局
職員にご確認ください。
　以上を持ちまして最終通達とさせて頂きます。

⑥裁判取り下げ最終期日　　平成○○年○月○日

⑦法務省認可特殊法人　○○債権回収機構
　〒○○○－○○○○　大阪府○○市○○○○
　電話　06－○○○○－○○○○

こんなはがきにご注意ください
〈架空請求はがきの一例〉

　

く
ら
し
の
市
民
講
座

と 　

き　

12
月
15
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

ベ
ガ
ホ
ー
ル

内 　

容　
「
食
を
め
ぐ
る
最
近
の

話
題
〜
大
切
な
家
族
の
食
生

活
〜
」

講 　

師　

農
林
水
産
消
費
技
術

セ
ン
タ
ー　

主
任
調
査
官

　

大
西　

ミ
ヤ
子
さ
ん

※ 

保
育（
無
料
）も
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12

月
１
日
（
水
）
〜
12
月
10
日

（
金
）に
電
話
で
商
工
観
光
課

　

就
労
支
援
の
た
め
の

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

 

と 　

き　

17
年
１
月
11
日
（
火
）

〜
21
日
（
金
）（
15
〜
17
日
を
除

く
）８
日
間

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時

と 

こ
ろ　

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

ベ
ガ
ホ
ー
ル

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
の
操
作（
初
級
）

対　

象

▽
母
子
家
庭
の
母

▽ 

障
害
者
で
、
介
護
の
必
要
が
な

い
人

▽ 

45
歳
以
上
の
人
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
票
を
持
っ
て

い
る
人

定　

員　

10
人

受
講
料　

無
料

※
保
育
も
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

12
月
15
日
（
水
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
（
１
人
１
通
）
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

受
講
の
動
機
、
就
職
活
動
の
内

容
を
記
入
し
、
〒
５
７
６̶

０
０
４
１　

交
野
市
私
部
西

１
ー
８
ー
１　

商
工
観
光
課

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
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く
ら
し

 

エイズ～正しい知識で理解を深めましょう～

　エイズ（後天性免疫不全症候群）はHIV（ヒト免疫不全ウ
イルス、通称エイズウイルス）の感染によって引き起こされる
病気で、大阪府域でも 3月 28日現在で、エイズ患者 165人、
HIV 感染者 465 人が報告されており、依然として増え続けて
います。
　感染経路は、性行為・母子感染・血液感染の 3つですが、
HIV に感染してもすぐにエイズを発症するわけではなく、治
療を受けないで自然に経過した場合には数年から 10 年間程
度の無症状という、長い潜伏期間がありますので、この間も
気づかないで無防備な性行為をすると相手に感染させてしま
う危険があります。
　現在では、医師による抗HIV 剤の治療を受けることによっ
て、エイズの発症を予防したり、発症を遅らせることが可能
になっていますので、気がかりな人は「心配なことがあった
日」から 3か月後（血液中にHIV の抗体ができて正確な結果
が得られます）に検査を受けてください。保健所では匿名で
相談・無料検査を受け付けていますので利用ください。
問い合わせ　四條畷保健所（℡ 878・1021）

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

12
月
19
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
地
域
の
防
災
」

内 　

容　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
知

恵
を
出
し
合
う
井
戸
端
会
議
。

気
軽
に
肩
書
き
抜
き
で
み
ん

な
同
じ
立
場
で
知
識
を
交
換

し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
ま

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

課
題
解
決
、
情
報
収
集
な
ど
に

役
立
て
た
り
、
あ
な
た
の
工
夫

次
第
で
こ
の
場
を
活
用
し
て

ア
ル
バ
イ
ト·

パ
ー
ト

保
育
士
登
録
者
募
集

対 　

象　

保
育
士
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人

雇
用
場
所　

各
公
立
幼
児
園

勤
務
時
間

▽
ア
ル
バ
イ
ト

　

平 　

日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分

　

土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
正
午

▽
パ
ー
ト

　

早 　

朝
＝
午
前
６
時
55
分
〜

９
時
10
分

　

薄 　

暮
＝
午
後
４
時
50
分
〜

７
時
05
分

　

土 

曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

登 

録
時
に
必
要
な
も
の　

履
歴

書
・
資
格
書
（
コ
ピ
ー
可
）・

印
鑑

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室 

み
ま
せ
ん
か
。

 　

家
族
連
れ
で
も
大
丈
夫
、
参
加

申
し
込
み
も
い
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

※ 

年
末
に
よ
る
施
設
閉
館
時
間

の
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
第

３
日
曜
日
の
開
催
に
な
り
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

調　

査

　

16
年
工
業
統
計
調
査

　

12
月
31
日（
金
）現
在
で
、製
造

業
や
加
工
業
を
営
む
事
業
所
の

活
動
状
況
を
調
べ
る
工
業
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
調

査
で
得
た
結
果
は
、
国
や
府
、
市

町
村
の
行
政
施
策
の
立
案
や
民

間
に
お
け
る
経
済
指
針
策
定
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

市
で
も
対
象
の
事
業
所
に
調

査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

提
出
し
た
調
査
票
や
記
入
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
律

に
基
づ
き
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
政
策
調
整

課
か
、
大
阪
府
統
計
課
（
℡

06
・
６
９
４
１･

０
３
５
１
）

　

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 

都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
土
地

の 

区
域

　

寝
屋
川
市
大
字
打
上
地
内

 

縦
覧
場
所

　

市
都
市
計
画
課

縦 

覧
期
間

　

 

12
月
13
日
（
月
）
か
ら
12
月
27

日（
月
）ま
で

意
見
書
の
提
出
先

　

 

〒
５
７
６
ー
８
５
０
１  

交
野

市
役
所
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

くらし
　 まちづくりラウンドテーブル
　 都市計画案の縦覧
 
調　査
　 16 年工業統計調査

子育て
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 歯ッピー教室
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」

  アルバイト・パート保育士募集
  エイズ～理解を深めましょう～
  「抱きしめられたい子どもたち」 
  耳より健康コラム
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ピ
ヨ
ピ
ヨ

　

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

17
年
１
月
11
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

②
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
（
16
年
７

月
〜
11
月
生
ま
れ
）
の
赤
ち
ゃ

ん
を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、音
出
し
遊
び
で
す
。

と 

き
・
対
象
・
定
員

　

17
年
１
月
14
日（
金
）

① 

4
〜
11
か
月
児 

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分（
25
組
）　

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児 

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分（
20
組
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
（
初
め
て

の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 
し
込
み　

12
月
22
日
（
水
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
の
往
信
面
に
、
①
子
ど
も
の

氏
名･
生
年
月
日
・
月
齢
②
電

話
番
号
③
参
加
回
数
、
返
信
面

に
、
①
子
ど
も
の
氏
名
②
住

所
を
記
入
し
、
〒
５
７
６
ー

０
０
３
４　

天
野
が
原
町

５
ー
５
ー
１　

ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
内　

健
康
増
進
課

「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

17
年
１
月
13
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
児
と
そ
の
保
護

者
（
前
歯
が
生
え
そ
ろ
っ
て
か

ら
の
参
加
が
好
ま
し
い
）

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
普
段

使
っ
て
い
る
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

12
月

21
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　糖尿病予防教室で交野病院の長島功院長に糖尿病予防について講演し
ていただきました。
　糖尿病には１型糖尿病（インシュリンがほとんど、またはまったく作
れないタイプ）と２型糖尿病（インシュリン分泌が悪い、働きが悪くなる
タイプ）がありますが、日本人の糖尿病のほとんどがこの２型タイプで
す。
　糖尿病は日本でこの 50年に 30倍も増加しました。日本の糖尿病患者
は 690万人、予備軍を含めると 1,380 万人で、40歳以上の 5人に 1人
が糖尿病かその予備軍になっています。現在の状況が続くと 2010 年に
はさらに増え、患者が 1,080 万人、予備軍を含めると 2,000 万人を超え
ると予想されています。大変な数字です。
　糖尿病が増加した背景に、経済の発展や自動車の普及、食生活の変化
があげられます。もともと日本人は体質的に糖尿病になりやすいといわ
れています。日本食は世界に誇る健康食でしたが、お米をとる割合が減
り、代わりに動物性の脂肪やたん白質の取り過ぎが問題になっています。
　糖尿病の初期から中期は無症状です。糖尿病が怖いといわれるのは、
血糖のコントロールが悪いと腎症・網膜症・神経障害などの合併症を起
こしやすいからです。予防の基本は食事と運動です。生活習慣をまずは
見直してみましょう。糖尿病の主治医はあなた自身です。
問い合わせ　健康増進課（e-mail:kenkou@city.katano.osaka.jp)

耳より健康コラム  Vol.9
糖尿病になるってなんでだろう？

抱
き
し
め
ら
れ
た
い
子
ど
も
た
ち

　

〜
少
年
院
生
徒
に
学
ぶ
〜　

講
演
会

と 　

き　

17
年
１
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

集
団
指
導
室

講 　

師　

交
野
女
子
学
院 

院
長

　
　

菅
原　

勝 

さ
ん

参
加
費　

無
料

定　

員　

50
人

主 　

催　

交
野
市
女
性
と
文
化

の
集
い
・
市

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

当
日
会
場
か
、
人
権
政
策
室

（
℻  
８
９
１
・
５
０
４
６　

e-m
ail:jinken@

city.kata
no.osaka.jp

）

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

12
月
17
日
（
金
）
午
前

９
時
45
分
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

心
も
体
も
あ
っ
た
か

ほ
か
ほ
か
、
冬
の
お
や
つ
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

対 　

象　

２
歳
児
（
14
年
１
月
〜

12
月
生
ま
れ
）
と
、
そ
の
保
護

者
定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

２
０
０
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
母

子
健
康
手
帳
、
託
児
に
必
要
な

も
の

申 

し
込
み·

問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て
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健　

康

 
　

１
月
の
予
防
接
種

 

■ 

11
歳
〜
12
歳
の
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
Ⅱ
期

と 　

き　

17
年
１
月
11
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

対 　

象　

乳
幼
児
期
に
３
種
・
２

種
混
合
の
基
礎
免
疫
（
Ⅰ
期
初

回
・
追
加
）
接
種
を
終
了
し
て

い
る
11
歳
〜
12
歳
で
次
に
あ

て
は
ま
る
人

▽
私
立
小
学
６
年
生

▽ 

公
立
小
学
６
年
生
で
学
校
で

接
種
し
て
い
な
い
人

▽ 

13
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
な

い
中
学
生
で
、
小
学
６
年
生
の

と
き
に
、接
種
し
て
い
な
い
人

※ 

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種

健　康
　 1 月の予防接種
　 医療機関関係者のみなさんへ
　 おわびと訂正

   2 月の集団健診
   乳幼児の健診と相談
   12 月の健康カレンダー

の
欄
に
３
〜
４
か
所
、
印
を
押

し
て
あ
り
ま
す
。

■
３
種
・
２
種
混
合

　

３
種
混
合
は
破
傷
風
・
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
、
２
種
混
合

は
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予

防
接
種
で
す
。

と 　

き　

17
年
１
月
14
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と

の
あ
る
人
は
、
医
療
機
関
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
予
防
接
種
に
つ
い
て
﹈

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

費　

用　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

そ
の
他

▽ 

体
温
は
当
日
、
会
場
で
測
っ
て

く
だ
さ
い

▽ 

個
人
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
の

で
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

▽ 

保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ

さ
い

▽ 

予
防
接
種
の
説
明
書
と
予
診

票
は
会
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す

▽ 

受
け
方
の
詳
細
は｢

わ
が
家
の

健
康
管
理
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

｢

予
防
接
種
手
帳
」
を
お
持
ち

の
人
は
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

お
わ
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」
11
月
１
日
号

25
ペ
ー
ジ
の
３
種
・
２
種
混
合

予
防
接
種
の
日
程
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

誤
り
は
「
12
月
22
日
（
水
）」
で
、

正
し
く
は「
12
月
17
日（
金
）」で
す
。

　

深
く
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

2 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　申し込み・問い合わせ　12 月 20日（月）午前 9時から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健診結果 対象・健診内容 費　用

2 日（水）午前 総合健診 各 70 人 結果説明会 40 歳以上の市民
基本健康診査
B型抗原検査・Ｃ型肝炎ウイルス検査
①  16 年 4 月～ 17 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・
65 歳・70 歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時等に多量に出血し、定期的に肝機能検査を受け
たことがない人

※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと
がある人は除きます。
胃がん検診、大腸がん検診、子宮がん（頸部）検診
肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診　
（AかBいずれか）　　　　　 （40 歳以上の偶数年生まれの市民）
　　　　　　　B : 視触診
骨粗鬆症検診
☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円

2 日（水）午前

16 歳～ 39 歳の人の健診 各15人 結果説明会 基本健康診査 800 円
子宮がん検診（頸部） 各 60 人 郵送 30 歳以上の市民 500 円
乳がん視触診検診 各 30 人 検診当日 30 歳以上の市民 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 各 30 人 郵送 40 歳以上の偶数年生まれの市民 2,000 円
骨粗鬆症検診 各 20 人 検診当日 18 歳以上の市民 1,000 円

※健（検）診は年 1回（4月～ 17年 3月）しか受診できません。また、医療機関で健（検）診された人も同じです。
※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②
に該当する人は、無料受診券を渡します。）
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳がんマン
モグラフィー検診・前立腺がん検診は実施していません。
※ 16年 4月以降に乳がん視触診検診を受けた人は、マンモグラフィー検診は受診できません。
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12月の健康カレンダー

1 水
総合健診（予）
マタニティー教室①
ミルキィベビー教室（予）

2 木 歯ッピー教室（予）

3 金 健康相談（青年の家）

4 土
5 日 休日診療

6 月

7 火 4か月児健診
ピヨピヨ離乳食講習会

8 水 マタニティー教室②
3歳 6か月児健診

9 木 市民健康講座（予）

10 金 ぽっぽちゃん広場（予）
動脈硬化予防教室（予）

11 土
12 日 休日診療

13 月 ツベルクリン検査

14 火 育児相談（0歳）
健康相談（ゆうゆう）

15 水 年末年始を快適に過ごす調理実習（予）
BCG接種

16 木 総合健診（予）

17 金
おやつレッスン（予）
3種・2種混合接種
健康相談（青年の家）

18 土 マタニティー教室③（予）

19 日 休日診療

20 月
21 火 1歳 6か月児健診

22 水 育児相談（1歳以上）
女性のための健診（予）

23 木 休日診療

24 金
25 土
26 日 休日診療

27 月
28 火 健康相談（ゆうゆう）

29 水
30 木 休日診療（歯科のみ）

31 金 休日診療

※（予）印があるものは予約が必要です。

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健や
かに成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診   1 月 11 日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　16年 8月 11日～ 9月 10日生まれの乳児

1 歳 6か月児健診 12 月 21日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　15年 5月生まれの幼児

3 歳 6か月児健診 12 月   8 日（水）13:00 ～ 14:00

対　象　13年 5月生まれの幼児

育児相談 ① 12月 14日（火）9:30 ～ 10:30
② 12月 22日（水）9:30 ～ 10:30

身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。

対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　

医
療
機
関
関
係
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
関
係

者
の
就
業
状
況
等
を
把
握
し
、
医

療
・
公
衆
衛
生
行
政
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
、
２
年
ご
と
に
調

査
を
し
、
今
年
が
そ
の
実
施
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
必
ず
履
行
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

① 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
②
保

健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技

工
士
で
業
務
に
従
事
し
て
い

る
人

届
け
出
先

① 

住
所
地
ま
た
は
従
事
先
を
管

轄
す
る
保
健
所

② 

主
な
従
事
先
を
管
轄
す
る
保

健
所

届 

け
出
内
容　

12
月
31
日
（
金
）

現
在
の
状
況

届 
け
出
期
間　

17
年
１
月
４
日

（
火
）〜
14
日（
金
）

※ 

届
け
出
用
紙
は
12
月
１
日

（
水
）
か
ら
各
保
健
所
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）
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10
月
27
日（
水
）と
28
日（
木
）の
２
日
間
、

関
西
創
価
中
学
校
３
年
生
の
生
徒
６
人
（
男

子
２
人
、
女
子
４
人
）
が
、
市
環
境
事
業
所

で
、
ご
み
収
集
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
ご
み
収
集
を
体
験
し
、
家
庭
で

の
ご
み
分
別
や
減
量
を
考
え
て
も
ら
お
う
と

い
う
試
み
で
、
１
日
目
は
、
新
聞
・
雑
誌
・

段
ボ
ー
ル
や
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
な
ど
の
資

源
ご
み
を
、
２
日
目
は
、
生
ご
み
な
ど
の
可

燃
ご
み
を
ご
み
収
集
車
に
同
行
し
て
市
職
員

の
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。　

　

中
学
生
の
目
か
ら
見
た
ご
み
の

現
状
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ 　

２
日
間
の
職
場
体
験
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
ご
み
の
重
さ

や
量
は
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ 　

思
っ
て
い
た
よ
り
ご
み
の
量

が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
生
ご

み
っ
て
、
重
た
い
ん
で
す
ね
。

Ｑ 　

ご
み
収
集
車
へ
の
積
み
込
み
作
業
は
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
か
。

Ａ 　

粗
大
ご
み
を
積
み
込
む
時
の
「
バ
リ
バ

リ
、
バ
キ
ン
」
と
い
う
音
や
迫
力
に
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
、

腰
に
負
担
が
か
か
り
ま
し
た
。
軍
手
も
何

回
か
ご
み
と
一
緒
に
収
集
車
に
入
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
次
第
に
作
業
に
慣
れ
ま
し

た
。

Ｑ 　

危
な
か
っ
た
で
す
ね
。
さ
て
、
収
集
車

　

と
一
緒
に
ご
み

　

集
め
を
し
た
わ

　

け
で
す
が
、
作

　

業
中
で
何
か
気

　

づ
い
た
こ
と
が

　

あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ 　

市
内
の
い
ろ

　

い
ろ
な
地
区
を

　

回
っ
て
、
ご
み

の
集
積
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
驚
き
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

場
所
で
、
ご
み
が
き

ち
ん
と
分
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
困
っ
た

の
は
、
集
積
場
の
周

辺
に
止
ま
っ
て
い
る

車
で
す
。
収
集
車
が

通
れ
な
い
し
、
止
め

ら
れ
な
い
の
で
苦
労

し
ま
し
た
。

Ｑ 　

今
回
、
実
際
に
ご
み
収
集
を
経
験
し
ま

し
た
ね
。
そ
こ
で
、
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー

が
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
う
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ    

生
ご
み
の
水
切
り
が
悪
い
袋
が
あ
っ

た
の
で
、
片
手
に
持
て
な
い
ほ
ど
重
か
っ

た
で
す
。

 　

ま
た
、
生
ご
み
の
中
に
、
空
き
ビ
ン
、

空
き
缶
、
乾
電
池
な
ど
の
資
源
ご
み
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
電
球
、
蛍
光
灯
、
耐
熱
ガ

ラ
ス
な
ど
の
不
燃
ご
み
が
入
っ
て
い
て
困

り
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

収
集
に
携
わ
っ
て
他
に
気
づ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

ご
み
収
集
を
し
て
い
る
と
き
に
「
あ
り

が
と
う
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
言
わ
れ
て

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ  　

ご
み
焼
却
場
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
も
行
き
ま
し
た
が
、
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ 　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
、
手
作
業
で
缶
や
ビ

ン
の
分
別
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ほ
ん
と
に
大
変
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
却
場
で
使
っ

て
い
る
税
金
は
１
年
間
で

５
億
円
と
聞
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

さ
て
、
職
場
体
験
学
習

が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
ご
み
に
対
す
る
意

識
が
変
わ
り
ま
し
た
か
。

Ａ 　

こ
れ
か
ら
は
、
ご
み
を
捨
て
る
時
に
電

池
を
分
け
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

を
行
っ
た
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 　

必
要
以
上
に
使
え
る
も
の
が
捨
て
て
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
何
で
も
捨
て
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
使
え
る
も
の
は
何
ら
か
の

形
で
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
少
し
ず
つ
で
も
ご
み
を
減
ら
し

て
い
け
ば
、
資
源
の
無
駄
も
な
く
地
球
環

境
も
良
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
６
人
の
感
想
の
最
後
に
は
「
環

境
事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
は
、
や
さ
し
く
、

親
切
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
、
み
ん

な
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

職
場
体
験
学
習

「
生
ご
み
っ
て
重
た
い
ん
で
す
ね
」

Vol.06

大量のごみを収集する
中学生たち

ごみ収集車の前で記念撮影



(23)16.12.01

里山で竹切りにチャレンジ！

　公園内にある炭焼き小屋に、切り出した竹を
集めて、竹炭を作りました。
　炭焼きは、出来上がりまで 5時間ほどかかる
こと、煙の色が、黒色から白色、乳白色、青色、
透明に、そして最後には無色透明になって炭が
でき上がることなどを教えてもらいました。
　火入れをした加藤さんは、「煙がたくさん出
てきて、とってもくさかったので、帽子をとっ
て、向こうにあおぎました。面白かったです。
だけど、やっぱりくさかったです」と感想を書
いてくれました。
　また、炭焼きの時間を利用して、貯金箱や花
器、コップや小物入れなどを作りました。上手
にのこぎりやなた、カッターを使い、竹馬や弓
を作る子もいました。
　体験学習を終えた子どもたちは「緊張しての
こぎりを持つ手が震え、竹にあてるのが精いっ
ぱいでした。急な斜面での作業はしんどかった

　「人が山の手入れをしないと、竹がどんどん増えてほか
の木が育たなくなってしまいます。美しい森を育てるた
めに竹を切ることが必要です」との説明の後、早速子ど
もたちは、ヘルメット、手袋を着けて、竹切りに挑戦し
ました。
　ボランティアに教えてもらいながら、約 15～ 16㍍も
ある大きな竹を次々に切り倒しました。ツルツルと滑る
竹に苦労したり、急斜面に足を取られて大声をあげたり
と、にぎやかな竹切りでした。

　11 月 4日（木）と 5日（金）の 2日間、倉
治小学校の 5年生（99 人）が、交野山の森林
公園（東倉治）で、竹切りや竹炭づくり、竹工
作を体験しました。
  この授業は、竹の観察やばっさいを通じて、
身近な里山を考えるという総合学習の取り組み
で、里山ボランティア「交野里山ゆうゆう会（渡
邊清夫会長）」会員 19人が協力して開かれまし
た。

竹のばっさいは、美しい森を育てるため

　竹炭づくり・竹工作

けど、ボラン
ティアのおじさ
んたちがとって
も親切に教えて
くれ、慣れてく
ると竹切りが楽
しかったです」
と話してくれま
した。
　ボランティア
さんは「慣れな
いことで最初は
緊張していた子
どもたちですが、みんな理解が早く、やればで
きるという自信を持ってくれたようでした。将
来一人でも二人でも山の整備をしてくれる人が
育ってくれたらと思います」と、語ってくれま
した。

倉治小
学校森林体験学習
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農とのふれあいツアー
　10月 17 日（日）、家族連れなど約 100 人が、倉
治地区の今堀農園を中心に「農とのふれあいツアー」
を楽しみました。
　これは農業について理解を深めてもらう催しで、
参加者はカマを使っての稲刈りや、サツマイモ掘り
を体験しました。
　参加した子どもたちは「おイモがたくさん採れて
面白かったし、おにぎりも美味しかった」とうれし
そうでした。

おじいちゃん おばあちゃん教室
　10月 20日（水）、台風 23号が接近する中、ゆうゆ
うセンターで「おじいちゃん おばあちゃん教室」が開
かれ、熱心なおばあちゃんたち 10人が参加しました。
　子育てに疲れがちなお母さんに代わって、孫たちの
上手な話し相手になって欲しいというのが狙いで、講
師の森田涼子さんの「孫が良いことをしたら褒める」「母
性愛で接する」などの言葉に耳を傾け、外で荒々しく
吹きつける雨風とは別に、ここだけは和やかなムード
に包まれていました。

メダカの放流
　10月 18日（月）、倉治保育園年長組の園児 37人が、
園の近くの池へ約 700匹のメダカを放流しました。
　飼育してきた奥村さんからメダカを十数匹コップに
受けた子どもたちは、園長先生の合図で一斉に池に放
流。メダカたちが群れをつくって泳ぎ出すと、「メダカ
の学校や。先生はどこかな？」と楽しそうな声が上が
っていました。

鮮やかなパッチワーク
　10月 8日（金）～ 10日（日）、あいあいセンターで「パ
ッチワーク・キルト展」が開かれました。
　古い布や服などを裁断して手縫いされた作品は約
100 点。訪れた人たちは、その美しさに目を見張って
いました。
　主催した㈶日本手芸普及協会の宇枝美恵子さんは「会
員 9人の力作です。この作品展で一人でも多く仲間の
輪が広がれば」と語っていました。

AA L BB U M
あ る ば む
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第 12回京阪奈北近隣都市サミット
　11月 8日（月）、交野市・寝屋川市・枚方市・八幡市・
京田辺市・生駒市の 6市の市長が集まり、自治体が
抱える問題について話し合う「京阪奈北近隣都市サ
ミット」が、いきいきランド交野で開かれました。
　今回は「子どもの虐待防止等について」をテーマに、
各市の取り組みや課題について意見交換が行われ、6
市が連携できるように情報交換の場を設けることで
意見がまとまりました。

きのこウオッチング
　10 月 23 日（日）、いきものふれあいセンター周
辺で小学生ら 60 人がキノコの観察や、キノコ狩り
をしました。
　講師は農学博士の下野義人さん。ヤマガラなどが
飛びかうかいがけの道、傍示の里などを歩き、500
本あまりのキノコを採取しましたが、大半が毒キノ
コ。珍しいサンゴダケなどもありましたが、マツタ
ケはなし。「40 ～ 50 年前まではたくさん採れたの
になぁ」と残念がるおばあさんもいました。

祝！長宝寺小学校 30周年
　10月 23日（土）、市で 7番目に創立された長
宝寺小学校が 30周年を迎え、児童や父母、先生
たちが夜まで「30歳の誕生日」を祝いました。
　午前中は日ごろから練習を重ねた合唱や踊り
を披露し、午後からは恒例となった PTA主催の
「グラウンドファイアー」がバージョンアップし
てお目見えしました。模擬店や遊びコーナーに
加えて、近畿大学文化会奇術部のアトラクショ
ンなどもあって歓声が絶えず、暗くなると天使
と魔法使いにふん装した校長先生と教頭先生が
現れ、場を盛り上げました。

守ろう！地域の安全
　全国地域安全運動期間中の 10 月 17 日（日）、交野
市でも市役所前から交野市駅までをコースとして「地
域安全パレード」が行われました。
　開会セレモニーの後のパレードでは、マスコットキ
ャラクターの「かえるくん」や、チアリーディングク
ラブ「PIXIES」の協力を得て、華やかな行進が繰り広
げられました。

AA L BB U M
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第
27
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

は
、
10
月
10
日
（
日
）・
11
日

（
体
育
の
日
）・
17
日
（
日
）
31
日

（
日
）、
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
を

中
心
に
市
内
の
各
会
場
で
、
競
技

や
講
習
会
な
ど
18
の
種
目
が
行
わ

れ
、
４
３
３
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
競
技
の
参
加
人
数
と
１

位
・
２
位
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

AA L BB U M
あ る ば むあ る ば むあ る ば むあ る ば むあ る ば むあ る ば むあ る ば む

市民スポーツデー
大会結果

卓球大会地区・校区対抗ソフトボール大会

10
月
10
日
（
日
）

　

地
区
・
校
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者　

４
５
０
人

〔
男
子
地
区
対
抗
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
〕

①
天
野
が
原
町
区

②
倉
治
区

〔
男
子
地
区
対
抗
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
〕

①
妙
見
坂
区

②
星
田
区

〔
女
子
校
区
対
抗
〕

①
星
田
小
校
区

②
岩
船
小
校
区

　

少
林
寺
乱
捕
大
会

参
加
者　

２
０
０
人

※ 

女
子
は
１
学
年
下
の
部
で
参
加

し
て
い
ま
す
。

〔
小
学
１
年
生
の
部
〕

①
竹
本
壮
希
（
交
野
小
）

②
橋
本　

翠
（
郡
津
小
）

〔
小
学
２
年
生
の
部
〕

①
黒
川
裕
人
（
郡
津
小
）

②
山
野
井
雄
史
（
長
宝
寺
小
）

〔
小
学
３
年
生
の
部
〕

①
井
戸
翔
也
（
交
野
小
）

②
有
川　

忍
（
郡
津
小
）

〔
小
学
４
年
生
の
部
〕

①
浪
岡
航
平
（
旭
小
）

②
村
田
達
也
（
旭
小
）

〔
小
学
５
年
生
の
部
〕

①
矢
野
貴
大
（
倉
治
小
）

②
鎌
田
直
樹
（
倉
治
小
）

〔
小
学
６
年
生
の
部
〕

①
有
村
雄
喜
（
旭
小
）

①
森　

脩
吾
（
倉
治
小
）

※
同
点
に
つ
き
両
者
優
勝

〔
中
学
生
の
部
〕

①
玉
本
真
也
（
２
中
）

②
泊　

風
太
（
１
中
）

〔
高
校
生
の
部
〕

①
山
添
三
郎
（
南
京
都
高
）

①
中
原
良
彰
（
交
野
高
）

※
同
点
に
つ
き
両
者
優
勝

　

卓
球
大
会

参
加
者　

89
人

①
Ｆ
チ
ー
ム

②
Ｃ
チ
ー
ム

　

テ
ニ
ス
大
会参

加
者　

１
４
２
人

〔
１
１
０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
〕

①
河
野　

喬
（
森
南
）

　

鶴
田　

正
（
星
田
）

②
下
田　

博
（
天
野
が
原
町
）

　

宮
本
士
郎
（
天
野
が
原
町
）

〔
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

①
西
本
貴
彦
（
私
市
山
手
）

　

西
本
雅
紀
（
私
市
山
手
）

②
大
蔵
健
治
（
私
部
）

　

久
保
昌
彦
（
私
市
）

〔
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

①
井
川
和
佐
子
（
松
塚
）

　

伊
山
清
子
（
天
野
が
原
町
）

②
橋
本
智
子
（
幾
野
）

　

窪
村
あ
け
み
（
幾
野
）

〔
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〕

①
大
蔵
健
治
（
私
部
）

　

見
戸
千
鶴
子
（
向
井
田
）

②
久
保
昌
彦
（
私
市
）

　

松
岡
紀
子
（
向
井
田
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
１
日
体
験

参
加
者　

１
０
３
人

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者　

１
３
８
人

〔
男
子
の
部
〕

①
岩
切
正
利
（
私
市
）

②
下
山　

勝
（
私
部
）

〔
女
子
の
部
〕

①
土
井
京
子
（
松
塚
）

②
宮
田
マ
サ
子
（
私
部
西
）

　

子
ど
も
小
運
動
会

参
加
者　

１
０
６
０
人

　

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

参
加
者　

67
人

①
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
ず

②
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

②
モ
モ
ち
ゃ
ん　

ハ
リ
ー
ア
ッ
プ
! !

※
同
点
に
つ
き
２
位
が
２
チ
ー
ム
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太極拳 1日講習会

親子ふれあいタグラグビー

地区対抗ゲートボール大会

10
月
17
日
（
日
）

　

合
気
道
演
武
大
会参

加
者　

95
人

10
月
31
日
（
日
）

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会〈
益ま
す
荒ら

雄お

杯
〉

参
加
者　

１
１
９
人

〔
小
学
１
年
生
の
部
〕

①
石
戸
谷　

暖

　
　
（
私
市
子
ど
も
会
）

② 

山
口
涼
太

　
　
（
妙
見
坂
連
合
子
ど
も
会
）

〔
小
学
２
年
生
の
部
〕

① 

山
野
井
雄
史

　
　
（
フ
ル
レ
交
野
子
ど
も
会
）

② 

松
下
広
大

　
　
（
幾
野
連
合
子
ど
も
会
）

〔
小
学
３
年
生
の
部
〕

①
太
治
良
平
（
星
田
）

② 

天
川
佐
登
志

　
　
（
妙
見
坂
連
合
子
ど
も
会
）

〔
小
学
４
年
生
の
部
〕

①
笈
川　

薫

　
　
（
倉
治
子
ど
も
会
）

②
山
本
健
太

　
　
（
倉
治
子
ど
も
会
）

〔
団
体
低
学
年
の
部
〕

①
妙
見
坂
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

〔
五
段
以
下
の
部
〕

①
松
井　

誠
（
郡
津
）

②
宮
井　

優
（
幾
野
）

　

地
区
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者　

75
人

①
向
井
田
チ
ー
ム

②
青
山
チ
ー
ム

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
１
日
体
験

参
加
者　

61
人

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者　

42
人

〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〕

①
白
川　

昇
（
奈
良
市
）

　

山
田
雅
成
（
四
條
畷
市
）

②
松
鵜
修
作
（
枚
方
市
）

　

武
富
喜
代
志
（
枚
方
市
）

〔
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〕

①
西　

紀
久
子
（
幾
野
）

　

山
本
由
美
子
（
天
野
が
原
町
）

②
長
谷
川
玉
枝
（
星
田
山
手
）

　

勝
山
千
恵
子
（
天
野
が
原
町
）

〔
男
子
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〕

①
大
同
康
博
（
寝
屋
川
市
）

　

高
木
正
弘
（
京
都
市
）

②
飯
塚
裕
之
（
私
市
）

　

村
田
敏
宣
（
門
真
市
）

　

太
極
拳
１
日
講
習
会

参
加
者　

１
４
１
人

〔
高
校
・
一
般
の
部
〕

①
田
中
慎
太
朗
（
郡
津
）

〔
綱
引
き
の
部
〕

①
青
山
Ａ
チ
ー
ム

②
誠
志
館
Ａ
チ
ー
ム

10
月
11
日
（
体
育
の
日
）

　

親
子
ふ
れ
あ
い
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

参
加
者　

１
７
１
人

　

剣
道
大
会

参
加
者　

３
４
０
人

〔
初
心
者
の
部
〕

①
山
下
紀
美
（
青
山
）

②
久
保
田
友
弥
（
青
山
）

〔
低
学
年
の
部
〕

①
今
村
幸
花
（
松
塚
）

②
大
野　

優
（
星
田
）

〔
高
学
年
の
部
〕

①
山
口
雄
大
（
東
倉
治
）

②
小
坂
さ
く
ら
（
幾
野
）

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

①
山
家
雅
之
（
郡
津
）

②
寺
田
正
吾
（
郡
津
）

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

①
中
谷
晴
香
（
妙
見
坂
）

②
石
黒
あ
か
ね
（
京
都
市
）

〔
二
段
以
下
の
部
〕

①
寺
田
琢
也
（
郡
津
）

②
山
根
祐
依
（
枚
方
市
）

　

親
子
で
サ
ッ
カ
ー

参
加
者　

８
０
０
人

　

空
手
道
大
会参

加
者　

２
４
０
人

〔
幼
稚
園
の
部
〕

①
工
藤
晴
香
（
私
部
）

②
伊
藤
淳
希
（
藤
が
尾
）

〔
小
学
１
年
生
の
部
〕

①
加
藤
七
星
（
星
田
）

②
平
田　

萌
（
梅
が
枝
）

〔
小
学
２
年
生
の
部
〕

①
橋
本
耕
平
（
倉
治
）

②
堀
池
海
斗
（
私
部
南
）

〔
小
学
３
年
生
の
部
〕

①
山
本
賢
斗
（
私
部
西
）

②
橋
本
美
陽
（
向
井
田
）

〔
小
学
４
年
生
の
部
〕

①
大
方
夏
季
（
私
市
）

②
渡
辺
香
名
（
私
部
）

〔
小
学
５
年
生
の
部
〕

①
中
村
ま
ど
か
（
神
宮
寺
）

②
戸
瀬
琴
美
（
天
野
が
原
町
）

〔
小
学
６
年
生
の
部
〕

①
田
岡
賢
弥
（
倉
治
）

②
堂
馬
舞
人
（
星
田
）

〔
中
学
１
年
生
の
部
〕

①
愛
甲
倫
子
（
倉
治
）

②
上
西
翔
大
（
梅
が
枝
）

〔
中
学
２
年
生
の
部
〕

①
唐
崎
結
衣
（
向
井
田
）

②
田
岡
智
子
（
倉
治
）
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～星田駅から西の村を訪ねて～

星のまち歴史散歩

　

霜
月
、
陰
暦
11
月
の
異
称
は
文

字
通
り
霜
が
降
り
る
月
。
霜
を
見

る
朝
も
あ
れ
ば
、
小
春
日
和
の
日

も
。
そ
の
小
春
日
和
に
誘
わ
れ
て

「
星
田
歴
史
風
土
記
」
の
本
を
片

手
に
、
星
田
駅
を
基
点
に
そ
ぞ
ろ

歩
き
と
し
ゃ
れ
て
み
ま
し
た
。

　

星
田
の
地
名
は
星
信
仰
か
ら
来

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝

説
に
よ
る
と
、
嵯さ

峨が

天
皇
の
弘
仁

年
間
（
８
１
０
〜
８
２
４
）
に
、

弘
法
大
師
が
私
市
の
獅し

子し

窟く
つ

寺じ

の
岩
屋
で
修
法
を
行
っ
て
い
る

と
、大
空
か
ら
七
曜
（
北
斗
七
星
）

の
星
が
３
つ
に
分
れ
て
地
上
に
落

ち
ま
し
た
。
３
か
所
と
は

①
星
の
森

②
光
林
寺
の
境
内

③
妙
見
山
の
頂

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
が
八
丁

（
８
７
２
㍍
）
離
れ
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
「
八は
っ

丁
ち
ょ
う

三み

所と
こ
ろ」
と
称
さ

れ
、
村
人
た
ち
は
こ
の
３
か
所
を

星
を
祭
る
霊
場
と
し
て
あ
が
め
た

こ
と
か
ら
星
田
の
名
が
起
き
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

星
田
駅

　

ま
ず
最
初
に
複
雑
な
交
差
点
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
道
の
交
わ
る
と

こ
ろ
を
「
四
つ
辻
」
な
ど
と
い
い

ま
す
が
、
こ
こ
は
四
つ
辻
ど
こ
ろ

か
、「
六
つ
辻
」。
今
は
「
六ろ
く

路ろ

」

と
も
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

高
野
山
へ
通
じ
る
東
高
野
街
道
や

山や
ま

根ね

街か
い

道ど
う
、
寝ね

屋や

（
寝
屋
川
市
）

高こ
う

田だ

（
枚
方
市
）
へ
の
道
が
交

差
し
、
交
通
の
ま
も
り
神
と
し
て

あ
つ
い
信
仰
を
集
め
た
二に

尊そ
ん

石

仏
が
、
六
路
川
沿
い
に
ひ
っ
そ
り

と
た
た
ず
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

半は
ん

尺
じ
ゃ
く

口ぐ
ち
の
大だ

い

師し

さ
ん

　

星
田
に
は
、
お
大
師
さ
ん
を
共

同
で
お
祭
り
し
て
い
る
祠
ほ
こ
ら
が
15

も
あ
り
、
半
尺
口
の
お
大
師
さ
ん

に
は
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
寝

屋
の
人
が
盲
目
と
な
り
、
つ
え
を

頼
り
に
夜
参
り
を
３
年
続
け
た
結

果
、
あ
る
夜
に
お
大
師
さ
ん
が
現

れ
「
私
の
目
を
お
前
に
あ
げ
る
」

と
告
げ
、
そ
の
日
か
ら
片
目
が
見

え
出
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
お

大
師
さ
ん
の
右
の
目
に
キ
ズ
が
で

き
、
そ
の
キ
ズ
が
今
も
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
う
思
っ
て

お
大
師
さ
ん
を
見
た
の
で
す
が
、

「
そ
う
か
な
あ
ー
」

薬や
く

師し

寺じ

　
「
瑠る

璃り

光こ
う

山さ
ん　

薬
師
寺
に　

千

体
仏
」
と
、
交
野
郷
土
史
か
る
た

に
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
薬
師

寺
は
山さ
ん

号ご
う
を
瑠
璃
光
山
と
号
し
、

堂
内
に
６
７
１
体
の
千
体
仏
が

あ
り
ま
す
。
小
さ
な
地
蔵
菩
薩
や

薬
師
如
来
立
像
で
す
が
、
江
戸
時

代
初
期
、
悪
疫
が
流
行
し
な
い
よ

う
に
と
村
人
た
ち
が
浄
財
を
出
し

合
っ
て
仏
師
に
作
っ
て
も
ら
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
三
重
の
円え
ん

光こ
う

背は
い

を
背
負
い
、
左
手
に
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
うを
持

た
な
い
古
式
地
蔵
が
早は
や

来ら
い

迎ご
う

・

宝ほ
う

瓶
び
ょ
う

三さ
ん

茎け
い

蓮れ
ん
・
二
尊
石
仏
な
ど

と
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

地
蔵
は
古
墳
の
石
棺
を
彫
っ
て
つ

く
っ
た
珍
し
い
も
の
で
す
。

光こ
う

林り
ん

寺じ

　

山
号
は
降こ
う

星せ
い

山ざ
ん
。
西
山
浄
土

宗
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
境
内

の
森
に
降
星
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
星
が
落
ち

た
と
い
う
場
所
に
は
大
き
な
石
が

デ
ン
と
居
座
り
、
影よ
う

向ご
う

石せ
き
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
傍
ら
に
は

市
の
保
存
樹
に
指
定
さ
れ
た
二
抱

え
も
あ
り
そ
う
な
カ
シ
が
、
本
堂

前
に
は
、
こ
れ
も
周
囲
約
２
㍍
も

あ
る
だ
ろ
う
マ
ツ
が
そ
び
え
て
い

ま
す
。
い
か
に
も
こ
の
一
帯
が
昔

は
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
森
で
あ
っ

た
面
影
を
残
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

薬師寺

星が落ちて来たと伝えられる
場所にある影

よう

向
ごう

石
せき

（光林寺）
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年
末
が
日
、一
日
と
押
し
迫
っ
て
き
ま
す
と
、

道
端
で
の
あ
い
さ
つ
も
「
せ
つ
ろ
し
ま
ん
な
」

と
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

元
旦
を
迎
え
る
の
に
一
年
の
区
切
り
だ
け
で

は
な
く
、
日
常
と
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
生
活

に
な
る
の
で
、
主
婦
に
と
っ
て
は
大
変
な
気
苦

労
と
な
り
ま
す
。
家
の
片
付
け
、
掃
除
か
ら
各

人
の
服
装
と
持
ち
物
の
準
備
、
そ
れ
に
食
べ
物

の
用
意
と
、
細
や
か
な
心
づ
か
い
を
し
な
が
ら

忙
し
く
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
、
あ
れ

こ
れ
と
心
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
慌
た
だ

し
い
気
持
ち
の
こ
と
を
「
せ
つ
ろ
し
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
私
は
、
ど
う
し

て
も
泣
き
や
ま
な
い
乳
飲
み
子
を
あ
や
す
母
親

の
せ
つ
な
い
気
持
ち
か
ら
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
乳
飲
み
子
を
育
て
る
若
い
お
母
さ

ん
が
、
子
ど
も
の
泣
き
声
に
い
ろ
い
ろ
と
手
を

尽
く
し
、
ど
う
し
て
欲
し
い
と
子
が
せ
つ
い
て

い
る
の
か
、
そ
れ
が
分
か
っ
て
や
れ
な
い
も
ど

か
し
さ
と
切
な
さ
で
心
苦
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
せ
つ
か
れ
て
苦
し
い
」「
せ

つ
な
く
て
苦
し
い
」
の
２
つ
の
気
持
ち
を
ま
と

め
て
「
せ
つ
ろ
し
」
と
言
い
表
さ
れ
た
も
の
か

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

交
野
市
古
文
化
同
好
会

会
長　

井
戸
桂
二

シリーズ交野のこ
と
ば第 6話　「せつろし」

善ぜ
ん

林り
ん

寺じ

　

山
号
は
中な
か

埜の

山さ
ん
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
（
西
本
願
寺
）。
本
尊
は

阿
弥
陀
如
来
立
像
。
本
堂
は
西
向

き
で
枚
方
出で

口ぐ
ち
の
光こ
う

善ぜ
ん

寺じ

と
相

対
し
て
建
て
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
善
寺
は
１
４
７
６
年
蓮れ
ん

如に
ょ

が
河
内
の
民
衆
を
教
化
し
た
と
こ

ろ
で
、
善
林
寺
の
寺
号
に
「
善
」

の
字
が
あ
る
の
も
何
か
深
い
関
係

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

慈じ

光こ
う

寺じ

　

山
号
は
繁は
ん

栄え
い

山ざ
ん
。
西
山
浄
土

宗
。
粟あ

生お

の
光こ
う

明
み
ょ
う

寺じ

の
末
寺
。

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
交
野
で
は

た
だ
一
つ
と
い
う
「
十
三
石
仏
」

が
あ
り
ま
す
。向
か
っ
て
左
に「
慶

長
十
二
年
（
１
６
０
７
）」
の
銘

が
読
め
ま
す
。
花か

崗こ
う

岩が
ん
の
舟
形

の
石
に
仏
た
ち
が
並
ん
で
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
て
、
上
に
天て
ん

蓋が
い
を

飾
り
、
下
は
蓮
弁
の
座
が
仏
を
受

け
て
い
ま
す
。
十
三
仏
と
は
、
亡

く
な
っ
た
人
の
法
事
を
修
め
る

初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で

の
十
三
回
の
節
目
で
追
善
供
養
に

十
三
の
仏
を
配
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
ま
た
、
故
人
の
供
養
だ
け

で
な
く
、
自
分
自
身
の
死
後
の
法

事
を
あ
ら
か
じ
め
修
め
る
た
め
、

逆
ぎ
ゃ
く

修し
ゅ
うと
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

も
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
の
村
の
本
通
り
を
古
寺
を
中

心
に
駆
け
足
で
め
ぐ
り
ま
し
た
。

次
の
機
会
に
は
、
お
寺
を
一
つ
ひ

と
つ
ゆ
っ
く
り
と
訪
ね
、
日
ご
ろ

の
生
活
の
な
か
で
失
っ
た
も
の
を

発
見
す
る
古
寺
巡
礼
の
散
歩
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

慈光寺の十三石仏
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今
、
世
界
中
の
子
ど
も
達
は
、
ど
こ

で
ど
う
し
て
い
る
の
か
を
知
る
事
が
ぼ

く
は
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
を
の
ぞ
く
世
界
中
の
子
ど
も
達

は
、
な
ぜ
働
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

児
童
労
働
は
、
世
界
中
で
非
難
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

に
世
界
中
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
な
ぜ
、
児
童
労
働
は
、
い
つ
ま
で

も
や
ま
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。ぼ
く
は
、

映
画
で
い
っ
て
た
こ
と
が
強
く
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
で
す

か
？
お
金
が
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
」
こ
の
時
、
胸

に
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。
本
当
は
子
ど

も
を
働
か
せ
た
く
な
い
親
。
で
も
お
金

が
足
ら
ず
、
と
て
も
子
ど
も
を
働
か
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
、
制
服
を
タ
ダ
に
し
た
り
、
給
食
を

タ
ダ
に
し
た
り
し
て
な
る
べ
く
、
子
ど

も
時
代
を
取
り
も
ど
そ
う
と
し
て
い
る

人
達
が
い
ま
す
。

　

今
、
ぼ
く
の
作
文
を
読
ん
で
い
る

人
の
中
に
は
、
日
本
は
関
係
が
な
い
か

ら
放
っ
て
お
く
べ
き
だ
、
と
か
思
っ
て

い
る
人
が
い
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
か
な
り
関
係
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

国
で
は
、
子
ど
も
達
に
、
さ
と
う
き
び

を
一
日
中
、
も
ぎ
と
ら
せ
た
り
、
お
茶

の
葉
む
し
り
を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
ぼ

く
た
ち
は
、さ
と
う
き
び
を
食
べ
た
り
、

お
茶
を
の
ん
だ
り
す
る
で
し
ょ
う
。
で

す
か
ら
関
係
が
あ
る
の
で
す
。ぼ
く
は
、

今
日
で
、「
は
っ
き
り
と
」「
し
っ
か
り

と
」よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
、
児
童
労
働
が
な
く
な

る
か
、
ぼ
く
の
理
想
で
、
一
番
大
事
だ

と
思
う
の
は
、
世
界
中
の
人
、
一
人
一

人
が
、
心
に
、
今
、
子
ど
も
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
心
に

刻
ん
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
の
子
ど
も
た
ち
は
ゆ
う
ふ
く
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
外
国
人
の

子
ど
も
た
ち
を
助
け
て
あ
げ
た
い
の
で

す
。
ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
で
き

た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
で
す
。

人権作文
〈心の窓〉

fi le.157

本当の子ども時代
を取りもどすために

児　童　書
ねずみの騎士デスぺローの物語
　ケイト・ディカミロ　ポプラ社
もったいないばあさん
　真珠まりこ　講談社
あしたもすっごい魔女になるんだ！
　ミッシェル・ヴァン・ゼブラン　小峰書店
わにわにのおふろ
　小風さち　福音館書店
お金の大常識
　内海準二　ポプラ社
ちゃんがら町
　山本孝　岩崎書店
おでんおんせんにいく
　中川ひろたか　佼成出版社
いろはにほへと
　今江祥智　BL出版

一　般　書
ババちゃんのおやつ
　谷島せいこ　雄鶏社
「上司が読める」と面白い
　渋谷昌三　新講社
ワーキングガール・ウォーズ
　柴田よしき　新潮社
永仁の壺
　村松友視　新潮社
熊野古道
　川端守　風媒社
世界で一番おもしろい日本人のデータ
　話題の達人倶楽部　青春出版社

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）
青年の家図書室（℡   893・4881）

「

「がんばれヘンリーくん」
クリアリー作
松岡享子訳　学習研究社

　ヘンリーは小学校
3年生。町で偶然見
つけた犬（あばら骨
が見えるほどやせて
いたのでアバラーと
名付けるのですが）に苦労したり、
大安売りで買ったひとつがいのグ
ッピーが増えて増えて困ったりと
次々に事件が起こります。が、ど
んな時でも一生懸命、自分で考え
頑張るヘンリーの姿は元気を与え
てくれます。
　また、彼の周りの大人や友達が
実にいいのです。両親はもちろん、
店員、図書館員、警官など決して
甘やかしはせず、ヘンリーを見守
り、支えてくれ、しかもユーモア
にあふれています。友達もみな個
性があり、言い合いのけんかもい
っぱいするけど、大人同様ゆるぎ
ない信頼関係を感じ、子どもの育
ちに大切なものは何かを気付かせ
てくれます。
　アバラーの元の飼い主が取り戻
しに来ました。さあ、どうなる？

かたの子ども文庫連絡会　中嶋智子

図書だより

交野小 5年

小
お

川
がわ

　陽
よう

平
へい

さん
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市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です

Ｑ 　

新
聞
な
ど
で
、
高
校
生
や
外
国
籍
の
人

に
も
投
票
権
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
内
容

の
も
の
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
交

野
市
の
投
票
権
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ｓ
さ
ん

Ａ 　

一
般
に
投
票
に
は
、
市
長
や
議
員
な
ど

の
公
職
を
選
ぶ
選
挙
の
投
票
と
、
住
民
の

意
思
を
問
う
住
民
投
票
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

公
職
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
公

職
選
挙
法
と
い
う
法
律
で
「
日
本
国
民
」

で
「
20
歳
以
上
の
者
」、
地
方
選
挙
に
お

い
て
は
さ
ら
に
「
そ
の
市
町
村
に
引
き
続

き
３
か
月
以
上
住
所
を
有
す
る
者
」
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
公
職

の
選
挙
と
違
い
、
自
治
体
で
独
自
に
投
票

で
き
る
人
の
範
囲
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

 　

住
民
投
票
す
る
事
例
に
よ
り
、
意
思
を

問
う
対
象
を
ど
こ
ま
で
に
す
る
か
を
検
討

し
た
う
え
で
、
投
票
で
き
る
人
の
範
囲
な

ど
を
定
め
た
条
例
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
基

づ
き
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 　

し
た
が
っ
て
、
今
回
、
新
聞
な
ど
で
見

ら
れ
た
高
校
生
や
外
国
籍
の
人
に
も
投
票

権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
記
事
は
住

民
投
票
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

 　

現
在
、
本
市
に
は
住
民
投
票
に
基
づ
い

た
条
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　

住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
事
例
と
し
て
、

今
年
の
９
月
に
守
口
市
と
門
真
市
で
行
わ

れ
た
両
市
の
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
が
あ
り
ま
す
。

　
 　

こ
の
住
民
投
票
で
は
、
投
票
で
き
る
人

の
範
囲
は
公
職
の
選
挙
と
同
じ
要
件
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

みなさんの疑問やご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさん
が市役所の仕事や手続きなどで、日
ごろから疑問に思っていることを質
問していただき、お答えするコーナ
ーです。
　はがきや封書、ファクス、メール
に住所、氏名、電話番号を必ず記入
して、広聴広報課へお寄せください。
送付先　
　 〒 576－ 8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail：kouhou@city.katano.osaka.jp

今回のテーマ「投票権」

　

今
年
も
早
い
も
の
で
12
月
「
師
走
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
1
月
に
国
内
で
初
め
て
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
、

鶏
の
大
量
処
分
や
肉
の
輸
入
停
止
な
ど
、

大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
に

な
い
10
個
の
台
風
が
上
陸
し
た
り
、
各
地

で
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
り
と
、
自
然

の
怖
さ
・
猛
威
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
台
風
23
号
や
中
越
地

震
で
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ん
へ

の
義
援
金
の
受
け
付
け
や
市
備
蓄
米
の
発

送
、
水
道
タ
ン
ク
車
の
派
遣
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
災
害
は
、
と
き
、
と
こ
ろ
を
選

び
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
さ
ら
に
き
め
細
か
く
防
災
や
危
機
管

理
に
対
す
る
施
策
を
押
し
進
め
な
け
れ
ば

と
強
く
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
も
、
命
運
を
か
け
た
平
成

22
年
度
ま
で
の
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

や
市
町
村
合
併
論
議
な
ど
、
今
後
の
市
に

と
っ
て
重
要
な
方
向
が
決
ま
る
よ
う
な
大

き
な
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
来
年
度
予
算
に
向
け
た
各

部
課
か
ら
の
予
算
要
求
が
出
そ
ろ
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
「
限
ら
れ
た
予
算
を
い
か

に
効
率
良
く
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

施
策
に
結
び
つ
け
る
か
」
を
練
り
に
練
っ

た
も
の
で
す
。

　

三
位
一
体
の
改
革
の
行
方
が
不
透
明
な

中
、
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
財
政
体
質
の
「
交
野
丸
」
を

ど
う
操
船
し
て
い
く
か
、
難
し
い
か
じ
取

り
が
来
年
も
続
き
そ
う
で
す
。

　

再
度
、
行
政
が
す
べ
き
も
の
を
洗
い
直

し
、
広
い
範
囲
で
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と

の
協
働
、
つ
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

パ
ワ
ー
を
お
借
り
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
交
野
に
と
っ
て
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
残
り
1
か
月
、
希
望
を
持
っ

て
新
し
い
年
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

頑
張
る
こ
と
を
お
約
束
し
て
、
師
走
の
ご

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の 6

市長の
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日（23日を除く）14時～16時、市役所別館、
定員4人（予約制）
　 予約は相談日の1週間前（祝日の場合はその翌日）の
9時30分から電話で広聴広報課（℡ 892・0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　14日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　15日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 11日（土）ゆうゆうセンター、24日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　21日（火）13時～16時、あいあいセンター
行政書士市民無料相談（行政書士）
　22日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日〈知的・身体障害〉、いずれも13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時
～ 17時15分、障害福祉係

でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時
～17時15分、ゆうゆうセンター内基幹型在宅介護
支援センター（℡ 894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　第2・4水曜日　10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日（23日・28日・30日を除く）10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時30分～正午と
13時～16時、あいあいセンター（℡ 891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎 週 月 曜 日13時 ～16時 と 水 曜・ 金 曜 日10時 ～
正午と13時～16時、あいあいセンター（℡ 891・9955）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 891・9955）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日（22日を除く）14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

女性相談（女性相談員）
　9日（木）14時～16時30分、あいあいセンター、定員3人（予約制）
　予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　16日（木）14時～16時30分、あいあいセンター
人権相談（人権相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～正午と13
時～16時、市役所本館２階

※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～16時、長
宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）10時～17時15分、
ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日（23日を除く）13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日（23日を除く）　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 14日（火）と28日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
　3日（金）と17日（金）13時30分～15時、青年の家
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日（土曜・日曜日と休日を除く）9時～正午と13時～
17時15分（℡ 893・6405）

※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

12 月  1 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

12 月   8 日
（第 2水曜）

12 月   8 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

12 月 15 日
（第 3水曜）

12 月 15 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

12 月 22 日
（第 4水曜）

12 月 22 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

12 月  1 日
（第 1水曜）

12 月のごみ収集日
問い合わせ
　環境事業所（℡ 892・2471）
　粗大ごみ予約受付センター（℡ 891・5

ご
3
み
7
な
4
し
　午前9時～午後4時）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権
暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

12 月の相談室 ※  12 月 29日（水）～ 1月 3日（月）は年末年始のため、
　すべての相談が休みになります。
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

中高年社交ダンスクラブ　すずらん会
　毎週水曜日午後 3時～ 5 時
（12 月 8 日・22 日は午前 10
時～正午）、いきいきランド交
野サブアリーナ。見学自由。対
象・定員は多少経験のある人（女
性歓迎）若干名。入会金 2,000
円。月会費 3,500 円。指導は
中すみ子さん。［申］当日直接
会場［問］津田さん（℡   891・
5883）か、中さん（℡   891・
1936）

㈶大阪府視覚障害者福祉協会交野支部
　対象は視覚に障害がある人。
安心して充実した生活ができ
るように、白杖の使い方や料
理方法などの情報提供。年会費
2,000 円。［申・問］越膳さん（℡   
893・1830）か、友田さん（℡   
891・3358）

PAの会 Be～んず
　5 月 8 日（日）に星の里い
わふねで開催する青少年のため

の音楽･ダンスコンサートの出
演者募集。対象は市内在住･在
勤者が 1人以上いる青少年の
グループ。出演費無料。テープ
またはビデオでの審査あり。主
催は市、PAの会。［申・問］1
月 31 日（月）までに又木さん
（℡  ・℻   892・3911）か、川
村さん（℡  ・℻   891・2359）

男声コーラス「アンサンブル彦星」
　毎週火曜日午後 7時～ 9時、
青年の家 301 号室。対象は高
校生以上の男性（経験不問）。
合唱組曲や各国の民謡を歌い、
合唱祭や施設慰問を行う。指導
は火置義勝さん。入会金2,000
円。月会費 3,000 円。［申］練
習日に直接会場［問］古澤さん
（℡   892・7391）

古武道同好会　交野七星会
　毎週水曜日午後 6時 30分～
9時 30 分、青年の家 102 号室
と毎週土曜日午後 4時～ 6 時
30分、武道館。居合道のけいこ。
定員 10 人。講師は教士 7段の
岩上好博さん。入会金無料。月

会費一般 3,000 円、学生 2,000
円。［申］練習日に直接会場［問］
岩上さん（℡   891・9640）

着付教室「末広会」
　毎月第１・２・３火曜日午前
10時～正午、駅前住宅集会所。
対象・定員は 18歳以上 10人。
着物の伝統美を継承する。講
師は瀬川百合子さん。会費は 1
回 500 円から。［申・問］福田
さん（℡   892・8806）か、移
川さん（℡   891・7029）

  募　　集　●●●

  善意銀行　●●●

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、次のみなさんから預託
していただきました。

▽松塚の岡本功さんから2万円
▽ 星田のスナック都からお客さ

んの募金 2万 3,242 円
▽ 倉治の奥田美幸さんから亡

夫奥田惠信さんの香典の一部
30万円

▽ 交野市合唱祭実行委員会から
合唱祭協力金の一部 1万円

■ 
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句 

■
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地震対策特別公開講演会
　12月 16日（木）、正午（開場）
～ 2時 30分、北大阪商工会議
所 4 階ホール（枚方市大垣内
町 2－ 12－ 27）。地震災害か
ら生き残る知識と知恵。入場料
無料。定員 180 人。講師は防
災システム研究所所長の山村武
彦さん。主催は北大阪商工会議
所・北大阪工業クラブ。［申・問］
北大阪商工会議所（℡   843・
5152、℻   841・0173）

第 3バザー
　12月 18日（土）午前 11時
～午後 3 時、作業所クローバ
ー（郡津 5－ 9－ 3）。衣類や
食器などのバザー。主催は作業
所クローバー。［問］上野さん（℡   
894・4822）

ファミリークリスマス
　12 月 19 日（日）午後 1 時
30分（開場）、カリスチャペル
（郡津 3 － 73 － 5）。「スマイ
ルパフォーマーQちゃん」の
大道芸や新潟中越地震のための
チャリティーイベントなど。入

  ハイキング ●●●

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

熱田神宮から名古屋城
　1月8日（土）午前7時40分、
河内磐船駅集合。小雨決行。京
橋－大阪－名古屋－熱田神宮－
名古屋城。6㌔。参加費200円。
交通費2,700円（青春18切符）。
主催は交野ハイキング同好会。
［申］12 月 30 日 ( 木 ) までに
鶴園さん（℡   891・6002）［問］
鶴園さん

場料無料（ただし、チャリティ
ー募金あり）。定員は 300 人。
主催はカリスチャペル協会学
校。［申］当日会場［問］カリ
スチャペル（℡   893・8517）

お正月用生花教室
　12 月 25 日（土）午後 1 時
～ 4 時、武道館研修室（予
定）。参加費 1,000 円、花代
3,000 円。指導は鵜飼好子さ
ん。［申・問］鵜飼さん（℡   
891・9246）か、志田さん（℡   
894・2523）

第 2回交野の第九
　12 月 26 日
（日）午後 1 時
30分（開場）～
4 時、星の里い
わふね体育室（ホ
ール）。交野第九
を歌う会と交野
シティ・フィル
ハーモニックに

よる演奏。定員1,000人。入場
料1,000円。主催は交野シティ・
フィルハーモニック。［申］青
年の家窓口または、電話かファ

点字カレンダーを無料で進呈

　ボランティアグループ点訳「虹の会」が点字
カレンダー（17 年版）を作りました。希望者
に無料で進呈します。
［申･問］ボランティアセンター
　　　　（℡   894・3737）

フリーマーケットで募金

　10月 24日（日）、
いきいきランド交
野で、交野市女性
団体連絡協議会主
催の「青空フリー
マーケット」が開
かれました。
　会場には、水害
で苦しむ人たちを励まそうと、市の国内友好
都市である五色町への義援金箱が置かれ、2万
102 円が集まりました。

英語劇発表会

と　き　 12月12日（日）午前10時30分（開場）
ところ　ゆうゆうセンター４階　交流ホール
内　容　 「ピグマリオン」を英語で発表
入場料　無料
  ［申］    当日直接会場
  ［問］     交野・コリングウッド姉妹都市協会
　　　　（℡   891・9955）

めざせ！そろばん日本一

　10 月 17 日（日）、豊中福
祉会館で行われた全日本通信
珠算競技大会大阪大会で、星
田小 6年の坂本絢美さんが優
勝しました。
　本人は「毎日練習をがん
ばった成果が出ました。次は

日本一をめざします」と元気に意気込みを語っ
てくれました。

クスで三井さん（℡  ・℻   891・
9285）［問］三井さんか、中井
さん（℡   892・7309）

卓上門松つくり講習会
　12 月 27 日（月）午後 1 時
30 分（開場）～ 4時、交野会
館 2階会議室。高さ約 40㌢の
卓上門松づくり。参加費1,500
円（材料費等）。定員 20 人。
持ち物はわらを切るはさみ。
講師は山田雅子さん。主催は
NPO法人ウェルネス啓発セン
ター。［申・問］加堂さん（℡   
857・8116）



　　　　　

  催　　し　●●●

編集手帳

フリーマーケット＆くらしの相談
① 12 月 4 日（ 土 ）10 時 30
分～午後 1 時、藤が尾会館。
衣類小物などの販売とくらし
の相談。出店料最高 1,000 円。
主催は枚方・交野生活と健康を
守る会。［申・問］向井さん（℡   
090・3352・6057）
② 12 月 25 日（土）午前 10
時～午後 2 時、松塚公園。衣
類小物などを即売。出店者も募
集（参加費は最高 500 円）。く
らしの相談は午前 11 時～正
午、作業所クローバー。主催は
作業所クローバー。［申･問］上
野さん（℡   894・ 4822）

手織り作品展
　12 月 5 日（日）午前 11 時
30 分～午後 5 時・6 日（月）
午前 10 時 30 分～午後 4 時
30 分、展示場（天野が原町 4
－ 28 － 12）。さをり織りの作
品展。入場料無料。主催はお
りひめ会。［問］下村さん（℡   
893・1621）

お正月成人用着付け・帯結び講習会
　12月7日（火）武道館第１・
第2専修室、8日（水）、幾野南
集会所、時間はいずれも午前9
時30分（開場）～正午。振り
そでの着付けや変わり結びの講
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人口と火災・救急
10 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,182 人　（＋ 379）
　　男　　38,782 人　（＋ 300）
　　女　　40,400 人　（＋   79）
　世帯数　29,152      （＋ 369）

10 月の火災と救急
火災   0 件 　　救急　232件

※ 毎月 1日（1月は 10日）の正午、
点検のため消防サイレンを鳴ら
します。

習。参加費無料。定員は各10
人。持ち物は着物一式・帯・小物。
モデルの同伴も可能。指導は斉
藤美枝子さん。主催は和装技術
研究会着物着付け教室。［申・問］
根本さん（℡   891・5073）

有機の自家用米づくり講習会
　12月7日（火）・2月8日（火）・
4月 5日（火）いずれも午後 6
時30分～9時（3回1コース）、
星田市民センター（予定）。堆
肥や土づくりをし、除草剤や農
薬などを使わずに健康でおいし
い米をつくる。参加費は 500
円（資料代等）。定員は 10人。
指導はじね
んの会生産
者部会。主
催は有機農
法研究会交
野が原じね
ん。［申・問］
川崎さん（℡  
892・5012）

環境ケナフと山基流イメージレ
ターと絵手紙作品展
　12月 10日（金）～ 12日（日）
午前 9時～午後 5時（10 日は
午前 11 時から・12 日は午後
4時まで）、青年の家 1階ロビ
ー。絵手紙の作品展。入場料無
料。主催はなんでもくらぶ地球
環境を考える会。［問］山本さ
ん（℡   893・8918）

　今年は災害のニュースが絶
えません。もうすぐ阪神淡路
大震災から 10 年ということ
もあり、災害対策に注目が集
まっています。いざというと
きは、いつやって来るのか。ま
ずは、心構えから訓練する必
要があるかもしれません。（か）

みんなのページ

災害義援金の受付
　日本赤十字社では、新潟県中越地震災害の義援金の受付をし
ています。
期　　間　12月 30日（木）まで
【郵便振替口座】
名　　義　日本赤十字社新潟県支部
口座番号　00530 － 2－ 2000
通 信  欄　「新潟地震」と明記してください
※振り込まれた義援金については、受領証を発行します。
※ 郵便局窓口での取り扱いの場合、振込手数料は免除されます。
※ 台風 23号被害の義援金についてはお問い合わせください。
［問］ 日本赤十字社大阪府支部振興課
　　 （℡   06・6943・0707　℻   06・6941・2038）

(35)16.12.01
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こどもは未来のたからもの
～みんなが子育て応援隊～

交野市健康福祉フェスティバル

　11月14日（日）、ゆうゆうセンターで交野
市健康福祉フェスティバルが行われました。
　健康相談や体力測定で健康をチェックした
り、バザーや模擬店を親子で楽しんだりと、
盛りだくさんの一日でした。
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達　千
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絵です　（倉治　写真右下）
 平成15年12月26日生
勧
かん の う

農　太
た い ち

一です　（郡津　写真左下）
 平成16年 1月 4日生
嶋
し ま だ

田　裕
ひ ろ と

斗です　（南星台　写真左）
 平成16年 1月14日生
新
し ん ぼ

保　瑛
あ き ひ ろ

大です　（天野が原町　写真左上）
 平成16年 2月16日生
岡
お か の

野　創
そ う ま

真です　（妙見坂　写真右上）
 平成16年 2月24日生
川
かわ さ き

﨑　りさです　（倉治　写真右）
 平成16年 2月24日生

「みんな元気に育ってね！！」

「こんにちは」コーナーで紹介するお子さんを募集
　住所、電話番号、子どもの名前と生年月日、メッセージ（30
文字以内）、メッセージの送り主の名前を書き、写真を添え
て広聴広報課まで郵送か、直接持参してください。
※ 専用の用紙もありますので、ご利用ください。広聴広報課の
窓口で受け取るか、ホームページからダウンロードできます。
送 付先・問い合わせ　〒576－8501　交野市私部1－1－1
　交野市役所広聴広報課（℡  892・0121）
　ホームページhttp://www.city.katano.osaka.jp/koho/


